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予算特別委員会

主な事業と予算
日野町コミュニティバス運行対策補助金

（町営バス運行）

４,936万円
保育所・認定こども園費

（認可保育所運営負担金・補助金を含む）

２億9,178万円

予防接種事業
（一般ワクチン・新型コロナウイルスワクチン）

１億2,692万円
大谷公園野球場改修工事
（令和４年７月着工予定）

１億2,000万円

    一般会計当初予算賛成多数で可決
社会保障費関係費が増えている中 地方創生に係る施策を積極的に起用

令和4年度 ３月
定例会

過去最大規模の予算編成　歳入、町税増収を見込む　歳出、商工費土木費の増
一般会計予算　95億6,800万円　前年度比較6億5,600万円増（＋7.4％）

予算特別委員会での質疑応答
Q　コロナ禍での町税の状況はどうか。
A　 町税は、令和４年度の当初予算を前年度と比較すると約１億６千万円の増となっているが、コロ
ナ禍前の令和２年度と比較すると約１億円の減収となり、平年ベースに戻ったとは言えない。

Q　デジタル田園都市国家構想推進交付金でのマッチングイベントは、どのように実施するのか。
A　 マッチングイベントは、日野商人ルーツの北関東の事業者を招いてサミットを開催し、サテライ
トオフィスにつながる提案ができないか考えている。

Q　防災対策に関連し、避難所となる公民館が停電した場合の発電機は確保できているのか。
A　 災害時の発電機は公民館には置いていないが役場防災センター備蓄倉庫で確保している。７館分
はないので早期に確保する必要があると考えている。

Q　小学校遠距離通学助成事業の意味と、わたむき自動車プロジェクト実証実験の進め方を聞きたい。
A　 バス通学費用の負担をなくすことについて以前から保護者の要望があり、令和４年度から無償化
を進める。わたむき自動車プロジェクトのスクールバス実証実験は湖南サンライズで予定してい
て、路線バス化の検討も視野に入れながら進める。
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予算特別委員会での討論
　３月14・15・16日の３日間、予算特別委員会が開催され審査を行いました。新型コロナウイルス感
染症対策が継続され、国の地方創生交付金を活用した「わたむき自動車プロジェクト」や官民共創に
よるシステム開発や、デジタル田園都市構想交付金によるサテライトオフィス補助など、まちの将来
発展と持続可能を両立させる施策が多くあり、過去最大規模の予算編成となりました。先行き不透明
感が増す中、財政状況と各施策の執行状況をしっかり見極め、評価していくことが議会の役目だと捉
えています。
　そういった状況の中において、一般会計予算について、反対討論１件、賛成討論１件が出されまし
たのでその内容を記載します。討論後の採決では、賛成多数で「原案どおり可決すべきもの」と決定し、
３月議会の最終日（３月28日）に議決しました。

反対討論　加藤委員
　１点目は、人事管理事業です。国主導で自治体
ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）を粛々
と進められることにより、自治体の持つ膨大な個
人情報の不用意な流出、企業活動のために利用さ
れることが懸念されます。また、システムの一元
化によって、個々の自治体で培ってきた独自施策
がなくなり、地方自治の精神が失われることも懸
念され、賛成できません。
　２点目は小学校遠距離通学助成事業です。事業
自体は保護者の負担を無償化することで望ましい
と思われますが、助成対象が一定距離以上の全て
の方ではなく、実証実験として令和３年度から引
き続き、同じ特定の地域に限られ、不公平が伴う
点から反対します。

賛成討論　後藤委員
　１点目の人事管理事業について、個人情報流出
懸念は、自治体が低いセキュリティーで情報管理
することの方が問題であり、高いセキュリティー
を備えたシステムに一元化することが安心につな
がると考えます。また、自治体の独自性は、少子
高齢化が進む一方、住民サービスが増える中で、
限られた職員体制で施策を行うには、効率化を図
る方法としてデジタル化は必要です。
　２点目は小学校遠距離通学助成事業について、
公平性の考え方は様々あると思いますが、今回実
証実験というスタートに立つものであり、今後の
検証によってより良い事業にされるものだと考え
ます。スタートラインに立てなければ何も試すこ
とができず、委縮し未来が見通せません。これら
の事業は問題ないと考え、賛成します。

　３月議会において、年度末による各事業の経費の精算をはじめ、必要性の高い事業および基金へ
の積立てが主なもので、以下の通りです。
　道路メンテナンス補助事業　　　　  900万円　　財政調整基金積立金　　　　　  8,906万８千円
　社会資本整備総合交付金事業　4,996万６千円　　情報システム整備基金積立金　　　  6,000万円
　同　上（防災・安全）　　　　　　 2,600万円　　まちづくり応援基金積立金　　  2,760万４千円
　農地耕作条件改善事業　　　　1,225万８千円　　子育て未来基金積立金　　　　  １億7,000万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 教育施設整備資金積立基金積立金　5,209万１千円

　３月議会において、年度末による各事業の経費の精算をはじめ、必要性の高い事業および基金へ
の積立てが主なもので、以下の通りです。
　道路メンテナンス補助事業　　　　  900万円　　財政調整基金積立金　　　　　  8,906万８千円
　社会資本整備総合交付金事業　4,996万６千円　　情報システム整備基金積立金　　　  6,000万円
　同　上（防災・安全）　　　　　　 2,600万円　　まちづくり応援基金積立金　　  2,760万４千円
　農地耕作条件改善事業　　　　1,225万８千円　　子育て未来基金積立金　　　　  １億7,000万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 教育施設整備資金積立基金積立金　5,209万１千円

令和３年度一般会計補正予算（第10号）　全会一致で可決

　令和４年３月７日、日野町職員が官製談合防止法違反及び公契約関係競売入札妨害の容疑により、
滋賀県警察に逮捕されました。このことに関し当局から事件の説明があり、また当該職員の処分に
ついて、第三者検証会議を立ち上げ再発防止策を検討するとの説明でした。これに係る経費として、
令和４年度一般会計補正予算（第１号）が３月議会に提案され、全員一致で可決しました。
○歳入予算額　　財政調整基金繰入金の増額補正　　　　　　　　　　　　　 60万３千円
○歳出予算額　　人事管理事業（職員の綱紀保持を図るための職員研修）　　　　　24万円
　　　　　　　　第三者検証会議設置運営事業（事件の究明と再発防止対策）　36万３千円

令和４年度一般会計補正予算（第１号）　全会一致で可決
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予算特別委員会

主な事業と予算
日野町コミュニティバス運行対策補助金

（町営バス運行）

４,936万円
保育所・認定こども園費

（認可保育所運営負担金・補助金を含む）

２億9,178万円

予防接種事業
（一般ワクチン・新型コロナウイルスワクチン）

１億2,692万円
大谷公園野球場改修工事
（令和４年７月着工予定）

１億2,000万円

    一般会計当初予算賛成多数で可決
社会保障費関係費が増えている中 地方創生に係る施策を積極的に起用

令和4年度 ３月
定例会

過去最大規模の予算編成　歳入、町税増収を見込む　歳出、商工費土木費の増
一般会計予算　95億6,800万円　前年度比較6億5,600万円増（＋7.4％）

予算特別委員会での質疑応答
Q　コロナ禍での町税の状況はどうか。
A　 町税は、令和４年度の当初予算を前年度と比較すると約１億６千万円の増となっているが、コロ
ナ禍前の令和２年度と比較すると約１億円の減収となり、平年ベースに戻ったとは言えない。

Q　デジタル田園都市国家構想推進交付金でのマッチングイベントは、どのように実施するのか。
A　 マッチングイベントは、日野商人ルーツの北関東の事業者を招いてサミットを開催し、サテライ
トオフィスにつながる提案ができないか考えている。

Q　防災対策に関連し、避難所となる公民館が停電した場合の発電機は確保できているのか。
A　 災害時の発電機は公民館には置いていないが役場防災センター備蓄倉庫で確保している。７館分
はないので早期に確保する必要があると考えている。

Q　小学校遠距離通学助成事業の意味と、わたむき自動車プロジェクト実証実験の進め方を聞きたい。
A　 バス通学費用の負担をなくすことについて以前から保護者の要望があり、令和４年度から無償化
を進める。わたむき自動車プロジェクトのスクールバス実証実験は湖南サンライズで予定してい
て、路線バス化の検討も視野に入れながら進める。
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総務常任委員会
付託議案の主な審議内容
●日野町情報システム整備基金条例の制定について
Ｑ　 毎年6,000万円を積み立てるのか？DXで全てのシステムが標準化するとコスト削減につながるのか？
Ａ　 ５年更新で総額３億4,000万円を想定し、毎年6,000万円を積み立てる計画。標準化できない事業
もあり、当面は６町クラウドや町独自システム等での対応も続く。

●日野町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
Ｑ　 育児休業に係る制度の内容は？休業取得者の在籍職場への人材対応はどうするのか？
Ａ　 子育てハンドブックで制度の案内をする。休業された職場へは会計年度任用職員での補充を考えている。

● 日野町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
Q　 ベテランの消防団OBが機能別団員として配置されると心強い。全地区への配置を望む。報酬が上
がるのは望ましいことだが、上げ幅は適切なのか？コロナ禍での訓練不足は生じていないか？

A　 機能別団員の全地区配置は難しい。報酬は周辺市町を含め概ね交付税基準の36,500円となる。コ
ロナ禍によりこの２年間ポンプ操法大会は中止になっているが、ポンプ操作訓練等は行っている。

●日野町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について
●令和４年度日野町西山財産区会計予算

付託議案の採決
反対討論は無く一括採決　➡　全委員一致にて全議案を可決すべきものと決しました

産業建設常任委員会
付託議案の主な審議内容
●町道の路線の変更について
●日野町地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の制定について
Q　 地区整備計画区域とは何か？地区により違った基準、制限があるのか？
A　 建築物に対して制限を課すところになる。制限は地区により市街化区域、市街化調整区域の違いがあ
る内池については市街化調整区域にあるので隣接の用途地域を踏襲し容積率、建蔽率を決めている。

●令和３年度日野町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
Q　 繰越明許費170万円となった理由は何か？
A　 佐久良・奥之池処理場の動力制御盤の改良工事である。先の遠隔監視装置の更新工事が半導体部品納
入の遅れにより関連する動力制御盤の工事遅れのため繰越を行った。８月末に工事完了予定である。

●令和４年度日野町農業集落排水事業特別会計予算
●令和４年度日野町下水道事業会計予算

付託議案の採決
反対討論は無く一括採決　➡　全委員一致にて全議案を可決すべきものと決しました

請願審査
●名神名阪連絡道路建設についての請願書
継続審査意見　ルート計画が決定されていない中、不安な要素があるので継続審査を提案する。
賛成意見　　　１日も早く建設を進めることを町議会から国に言ってほしいとする請願である。

採決の結果 　➡賛成多数にて請願書は採択すべきものと決しました

反対討論は無く一括採決　➡　全委員一致にて全議案を可決すべきものと決しました

反対討論は無く一括採決　➡　全委員一致にて全議案を可決すべきものと決しました

4議会だより
日野町議会

2022.５.15

付託議案の主な審議内容

● 日野町子育て未来基金条例の制定について　　子育て支援にかかる施設の計画的な整備および子どもを
安心して育てることができる施策の充実を図るための基金。
● 令和3年度日野町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）　　保険給付費の実績見込み等に伴い、減額
補正を行うとともに、国保財政調整基金積立金を増額補正するもの。
● 令和３年度日野町介護保険特別会計補正予算（第３号）　　保険給付費の実績見込みに伴い減額補正を
行うとともに、介護給付費準備基金積立金を増額補正するもの。
●令和３年度日野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）　精算により、増額補正。
●令和４年度日野町国民健康保険特別会計予算
　新年度予算21億7,700万円と前年度より700万円の増額予算となった。
●令和4年度日野町簡易水道特別会計予算
　 前年度より1,917万２千円増の3,235万２千円。主な増額要因は、水道事業会計に企業会計として統合移
行に向けた委託料、濾過施設の濁度計の更新工事費など。
●令和4年度日野町介護保険特別会計予算　　前年度より9,855万６千円増の23億5,137万４千円。
●令和4年度日野町後期高齢者医療特別会計予算　　前年度より2,500万円増の３億400万円。
● 令和4年度日野町水道事業会計予算　　前年度より7,995万円減の９億5,219万8千円。主な減額要因は、
工事完了等、排水設備工事の減である。
　国保・介護・後期高齢者医療については、4年度から徐々に団塊の世代の方が高齢者になる中で、社会
保障関係は今後伸び続け、厳しい予算編成になるであろう。高齢者がピークを迎える2040問題の課題解決
に向けての議論が交わされた。

付託議案の採決
反対討論は無く一括採決　➡　全委員一致にて全議案を可決すべきものと決しました

厚生常任委員会

反対討論は無く一括採決　➡　全委員一致にて全議案を可決すべきものと決しました

補正予算（P－２）
　年度の途中に状況の変化や自然災害などで新し
い事態が発生した場合にも臨機応変に対応してい
くことが重要です。町では仕事の計画を一部変更
したり追加したりし、同時に予算を見直しするこ
とになります。このことを言います。

デジタル田園都市国家構想推進交付金（P－２、３、６）
　デジタル技術の活用により、地域の個性を生か
しながら地方を活性化させ、持続可能な経済社会
を目指すため、デジタルを活用した地域の課題解
決や魅力向上の実現に向けて国が交付金により支
援するものです。

基金積立金（P－２、４、５）
　特定の目的のために資金を積み立てる基金のこ
とで、今回３月議会において新たに情報システム
整備基金と子育て未来基金が設立されました。双
方とも将来にわたり安定的な運用、整備に役立て
るもので、早くから積み立てを行うものです。

DX（デジタルトランスフォーメーション）（P－２、４、６）
　データやデジタル技術を活用し浸透させること
によって、人々の生活をより良いものにしていく
こと、変革していくことを言います。

機能別団員（P－４）
　消防団員のなり手不足および機動性を高めるた
めに、今年度より機能別団員を設けました。消防
団OBの方から人選できることとし、特定の消防職
務に従事する団員を言います。

ことばのまめ知識 議会だよりの文中に、難しい言葉や行政用語があります。
より理解を深めていただくために、分かりやすく解説します。
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総務常任委員会
付託議案の主な審議内容
●日野町情報システム整備基金条例の制定について
Ｑ　 毎年6,000万円を積み立てるのか？DXで全てのシステムが標準化するとコスト削減につながるのか？
Ａ　 ５年更新で総額３億4,000万円を想定し、毎年6,000万円を積み立てる計画。標準化できない事業
もあり、当面は６町クラウドや町独自システム等での対応も続く。

●日野町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
Ｑ　 育児休業に係る制度の内容は？休業取得者の在籍職場への人材対応はどうするのか？
Ａ　 子育てハンドブックで制度の案内をする。休業された職場へは会計年度任用職員での補充を考えている。

● 日野町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
Q　 ベテランの消防団OBが機能別団員として配置されると心強い。全地区への配置を望む。報酬が上
がるのは望ましいことだが、上げ幅は適切なのか？コロナ禍での訓練不足は生じていないか？

A　 機能別団員の全地区配置は難しい。報酬は周辺市町を含め概ね交付税基準の36,500円となる。コ
ロナ禍によりこの２年間ポンプ操法大会は中止になっているが、ポンプ操作訓練等は行っている。

●日野町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について
●令和４年度日野町西山財産区会計予算

付託議案の採決
反対討論は無く一括採決　➡　全委員一致にて全議案を可決すべきものと決しました

産業建設常任委員会
付託議案の主な審議内容
●町道の路線の変更について
●日野町地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の制定について
Q　 地区整備計画区域とは何か？地区により違った基準、制限があるのか？
A　 建築物に対して制限を課すところになる。制限は地区により市街化区域、市街化調整区域の違いがあ
る内池については市街化調整区域にあるので隣接の用途地域を踏襲し容積率、建蔽率を決めている。

●令和３年度日野町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
Q　 繰越明許費170万円となった理由は何か？
A　 佐久良・奥之池処理場の動力制御盤の改良工事である。先の遠隔監視装置の更新工事が半導体部品納
入の遅れにより関連する動力制御盤の工事遅れのため繰越を行った。８月末に工事完了予定である。

●令和４年度日野町農業集落排水事業特別会計予算
●令和４年度日野町下水道事業会計予算

付託議案の採決
反対討論は無く一括採決　➡　全委員一致にて全議案を可決すべきものと決しました

請願審査
●名神名阪連絡道路建設についての請願書
継続審査意見　ルート計画が決定されていない中、不安な要素があるので継続審査を提案する。
賛成意見　　　１日も早く建設を進めることを町議会から国に言ってほしいとする請願である。

採決の結果 　➡賛成多数にて請願書は採択すべきものと決しました

反対討論は無く一括採決　➡　全委員一致にて全議案を可決すべきものと決しました

反対討論は無く一括採決　➡　全委員一致にて全議案を可決すべきものと決しました
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付託議案の主な審議内容

● 日野町子育て未来基金条例の制定について　　子育て支援にかかる施設の計画的な整備および子どもを
安心して育てることができる施策の充実を図るための基金。
● 令和3年度日野町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）　　保険給付費の実績見込み等に伴い、減額
補正を行うとともに、国保財政調整基金積立金を増額補正するもの。
● 令和３年度日野町介護保険特別会計補正予算（第３号）　　保険給付費の実績見込みに伴い減額補正を
行うとともに、介護給付費準備基金積立金を増額補正するもの。
●令和３年度日野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）　精算により、増額補正。
●令和４年度日野町国民健康保険特別会計予算
　新年度予算21億7,700万円と前年度より700万円の増額予算となった。
●令和4年度日野町簡易水道特別会計予算
　 前年度より1,917万２千円増の3,235万２千円。主な増額要因は、水道事業会計に企業会計として統合移
行に向けた委託料、濾過施設の濁度計の更新工事費など。
●令和4年度日野町介護保険特別会計予算　　前年度より9,855万６千円増の23億5,137万４千円。
●令和4年度日野町後期高齢者医療特別会計予算　　前年度より2,500万円増の３億400万円。
● 令和4年度日野町水道事業会計予算　　前年度より7,995万円減の９億5,219万8千円。主な減額要因は、
工事完了等、排水設備工事の減である。
　国保・介護・後期高齢者医療については、4年度から徐々に団塊の世代の方が高齢者になる中で、社会
保障関係は今後伸び続け、厳しい予算編成になるであろう。高齢者がピークを迎える2040問題の課題解決
に向けての議論が交わされた。

付託議案の採決
反対討論は無く一括採決　➡　全委員一致にて全議案を可決すべきものと決しました

厚生常任委員会

反対討論は無く一括採決　➡　全委員一致にて全議案を可決すべきものと決しました

補正予算（P－２）
　年度の途中に状況の変化や自然災害などで新し
い事態が発生した場合にも臨機応変に対応してい
くことが重要です。町では仕事の計画を一部変更
したり追加したりし、同時に予算を見直しするこ
とになります。このことを言います。

デジタル田園都市国家構想推進交付金（P－２、３、６）
　デジタル技術の活用により、地域の個性を生か
しながら地方を活性化させ、持続可能な経済社会
を目指すため、デジタルを活用した地域の課題解
決や魅力向上の実現に向けて国が交付金により支
援するものです。

基金積立金（P－２、４、５）
　特定の目的のために資金を積み立てる基金のこ
とで、今回３月議会において新たに情報システム
整備基金と子育て未来基金が設立されました。双
方とも将来にわたり安定的な運用、整備に役立て
るもので、早くから積み立てを行うものです。

DX（デジタルトランスフォーメーション）（P－２、４、６）
　データやデジタル技術を活用し浸透させること
によって、人々の生活をより良いものにしていく
こと、変革していくことを言います。

機能別団員（P－４）
　消防団員のなり手不足および機動性を高めるた
めに、今年度より機能別団員を設けました。消防
団OBの方から人選できることとし、特定の消防職
務に従事する団員を言います。

ことばのまめ知識 議会だよりの文中に、難しい言葉や行政用語があります。
より理解を深めていただくために、分かりやすく解説します。
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調査・研究

令和４年度の地方創生推進交付金事業（事業費の50％が国庫補助）
　国の地方創生交付金（事業費の50％が交付）を活用し、だれもが利用しやすい
公共交通体系の構築、環境負荷の軽減、DX （デジタルトランスフォーメーション）
の推進を目指した取り組みで具体的な内容を確認しました。
１）わたむき自動車プロジェクト 6,670万円（プロジェクト総額は１億600万円）
２）ちょっと工夫でエコロジーなまちづくり 460万円
３）「日野町版DX」で築く地域経済活性化と関係人口拡大 980万円
４）異業種との出会いが育む新たな観光推進事業 1,590万円
５）「徒歩と自転車、公共交通で楽しくまわれる」
　　　　マイクロツーリズム推進事業 1,320万円
６）風と人と土の人がつながるプロジェクト 1,240万円
７）滋賀県移住就業支援事業 160万円

地方創生特別委員会

好評であった通学バス実証実験
わたむき自動車プロジェクト

議会改革特別委員会
～議員間討議から方向性を導き出す
「話し合い、提案する、積極的な議会」～

「議会デジタル活用実証実験実施決定」

＜実証実験の目的＞
議会活動機能強化のためのデジタル活用に
よる効果、その際の課題抽出
＜具体的な方法＞
ノートパソコンとGoogleWorkSpaceを運用する
＜実施期間＞
半年間を予定（以後要協議）
＜期待される効果＞
行政・議会の効率化だけでなく、地域の課
題解決への派生効果が期待される

「議員の“なりて不足”解消へむけて-その③-」

＜参考資料＞
全国町村議会議長会が、議員報酬の見直し及び政
務活動費の活用に関して、報告書を取りまとめ公
表した「議員報酬・政務活動費の充実に向けた
論点と手続き～住民福祉の向上を実現する町村
議会のための条件整備～」令和４年２月24日
http://www.nactva.gr.jp/html/
research/utilization.html
＜今後の方向性＞
議会活動＋報酬「日野モデル」を作成へ

新しくデジタル田園都市国家構想推進交付金事業
　　　　　　　　　　　　　　　  （事業費の75％が国庫補助）
　テレワークやリモートワーク等の需要が高まる中、国の交付金を活用し、町内
の空き家等を活用したサテライトオフィス設置補助、マッチングイベントとして
「近江日野商人サミット」等を実施し、企業進出推進や関係人口拡大を図る取り
組みを確認しました。
１）サテライトオフィスを活用した「現代の近江日野商人」推進事業 2,250万円

テレワークで会議
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令和４年３月
町議会定例会における
一般質問内容および質問順序

議会だよりでは、3つ以上一般質問がある場合、
スペースの関係で〇のついた番号の質問と答弁を掲載しています。

本会議の模様をインターネットで配信しています。	
（ライブ中継・録画中継）

上のQRコードを読み取ると
一般質問の録画が視聴できます。

発言順序・氏名 質　　問　　内　　容

1 山田　人志 １	 中心商業地について（平和堂跡地と周辺地区）
２	 人口減少対策の最優先事項 P. ８

2 髙橋　源三郎
１	 コロナワクチン接種後の副反応調査について
２	 職員の定年退職者の再任用について
３	 上水道事業の経費節減について

P. ９

3 奥平　英雄 １	 スケートボード練習場の設置の検討を
２	 日野小学校通学路整備と自転車マナーの指導を P.10

4 西澤　正治 １	 これからの農業、県や町の支援策は
２	 町内天然記念物の保全に力をそそいで P.11

5 後藤　勇樹 １	 ひとり親家庭の日野町への移住支援策を
２	 集落の枠を超えた営農組織育成の時代では P.12

6 中西　佳子 １	 子育て支援の拡充について
２	 町の交通安全対策について P.13

7 加 　和幸 １	 卒業後、町内居住で返還免除型奨学金を
２	 米価下落対策と日野町農業の将来展望 P.14

8 谷　　成隆 １	 	必佐小学校の通学安全、防災、周辺整備は？ P.15

9 山本　秀喜

１	 	新型コロナウイルス感染　オミクロン株への対応に
ついて

２	 町の入札に関するコンプライアンスについて
３	 わたむき自動車プロジェクト、実証実験結果は？
４	 幼稚園は定員未達、保育所は定員オーバー？

P.16

10 野矢　貴之 １	「自然の恵み」を地域資源にできないか？
２	 河川や森林を資源とした季節の自然遊びを P.17

11 齋藤　光弘 １	 公平公正な行政執行を
２	 小学校の教科担任制導入は P.18

12 池元　法子 １	 放射能汚染から住民を守れる町へ
２	 内池地区住宅開発はモデルになる地区計画に P.19
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新たな発想の商業地を地域と一緒に創りたい

中心商業地について（平和堂跡地と周辺地区）

山田 人志 議員

　
中
心
商
業
地
に
期

待
す
る
機
能
は
何
か
。

　

高
齢
化
の
な
か
で

の
暮
ら
し
や
す
さ
や

安
心
安
全
、人
間
関
係
で
住

民
を
支
え
る
な
ど
が
期
待
す

る
機
能
で
あ
る
。

　
ギ
ン
ザ
街
の
街
路

灯
が
消
え
る
か
も
し

れ
な
い
状
況
を
ど
う
思
う
か
。

　

商
店
街
の
時
代
が

終
わ
る
の
で
は
な
く
、

転
換
点
と
と
ら
え
、時
代
の

変
化
に
対
応
し
た
ま
ち
を
地

域
と
一
緒
に
創
っ
て
い
き
た

い
。

　
町
で
取
得
し
て
い

た
だ
い
た
平
和
堂
日

野
店
跡
地
の
周
辺
は
ど
の
よ

う
な
地
区
で
あ
れ
ば
良
い
か
。

　

暮
ら
し
を
支
え
る

機
能
や
ま
ち
な
み
の

　
日
野
ギ
ン
ザ
商
店
街
な
ど

今
後
の
中
心
商
業
地
の
あ
り

方
と
平
和
堂
跡
地
の
関
連
に

つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

　
地
方
の
人
口
減
少
の
根
本

は
、20
代
前
半
の
女
性
が
消
え

て
い
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う

分
析
に
対
し
、日
野
町
の
デ
ー

タ
は
ど
う
な
の
か
、一
問
一
答

方
式
で
確
認
し
ま
し
た
。

　
総
人
口
は
女
性
の

方
が
多
い
と
思
い
が

ち
で
あ
る
が
、実
際
に
は
ど

う
な
の
か
。

　

日
野
町
の
総
人
口

で
は
男
性
の
方
が
多

く
、75
歳
以
上
だ
け
で
女
性

の
方
が
多
く
な
る
。

　
日
野
町
人
口
ビ
ジ

ョ
ン
で
、男
性
は
や

や
転
入
超
過
に
対
し
、女
性

は
転
出
が
増
え
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
が
、直
近
の

傾
向
は
ど
う
か
。

　

直
近
５
年
間
で

は
、女
性
の
転
出
超

過
が
さ
ら
に
進
ん
で
い
る
。

　

全
国
デ
ー
タ
で

は
、人
口
減
少
の
年

齢
ゾ
ー
ン
は
10
代
後
半
か
ら

20
代
後
半
ま
で
で
20
代
前
半

が
と
く
に
多
く
、さ
ら
に
男

女
別
で
は
女
性
の
減
少
の
方

が
多
い
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、日
野
町
の
男
女
別・年
齢

別
の
人
口
動
態
を
教
え
て
ほ

し
い
。　

男
性
は
、20
代
は

増
加
で
、30
代
で
減

少
す
る
が
40
代
前
半
と
50
代

後
半
で
増
加
し
て
い
る
。

　

女
性
は
40
代
前
半
と
50
代

後
半
で
の
増
加
は
あ
る
も
の

の
20
代
前
半
を
ピ
ー
ク
に
若

年
層
の
減
少
が
顕
著
で
あ

る
。

　

ま
た
、男
女
と
も
子
ど
も

の
人
口
は
増
え
て
い
る
。

　
全
国
統
計
で
は
、

成
婚
ピ
ー
ク
年
齢
は

男
女
と
も
20
代
後
半
で
あ
る

が
、日
野
町
の
デ
ー
タ
が
あ

れ
ば
確
認
し
た
い
。

　

日
野
町
独
自
の
デ

ー
タ
は
な
い
が
、滋

賀
県
の
デ
ー
タ
で
は
成
婚
ピ

ー
ク
年
齢
は
や
は
り
男
女
と

も
20
代
後
半
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
こ
ま
で
の
デ
ー

タ
と
10
代
後
半
は
進

学
、20
代
前
半
は
就
職
、20
代

後
半
は
結
婚
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
あ
る
こ
と
を
重
ね
合
わ
せ

る
と
、20
代
前
半
の
就
職
の

タ
イ
ミ
ン
グ
に
日
野
町
か
ら

女
性
が
消
え
て
い
る
。

　
そ
う
で
あ
る
な
ら
、人
口

減
少
対
策
の
最
優
先
事
項
は

女
性
の
労
働
市
場
の
開
拓
の

よ
う
に
思
う
が
、日
野
町
で

女
性
の
働
く
機
会
は
充
分
に

提
供
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

女
性
が
働
く
こ
と

で
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き

方
を
ど
う
形
成
す
る
か
、ど

う
い
う
人
生
を
送
る
か
を
考

え
て
就
職
先
を
選
ぶ
の
な

ら
、町
内
で
の
選
択
肢
は
少

な
い
。　

女
性
の
就
業
機
会

の
選
択
肢
を
増
や
す

と
と
も
に
、
地
元
で
働
こ
う

と
い
う
気
持
ち
に
な
る
動
機

づ
け
が
必
要
で
あ
る
。

　
「
日
野
町
く
ら
し
安
心
ひ

と
づ
く
り
総
合
戦
略
」
は
人

口
減
少
対
策
の
た
め
に
策
定

さ
れ
た
が
、
該
当
す
る
よ
う

な
政
策
・
施
策
は
書
か
れ
て

い
る
の
か
。

　
「
く
ら
し
安
心
ひ

と
づ
く
り
総
合
戦

略
」で
は
、雇
用
促
進
の
視
点

で
の
施
策
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
を
掲
げ
て
い

る
が
、そ
れ
ら
に
加
え
て
、日

野
町
で
女
性
が
自
己
実
現
・

夢
の
実
現
を
で
き
る
よ
う

な
、人
生
設
計
を
応
援
す
る

施
策
が
必
要
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。

人
口
減
少
対
策
の
最
優
先
事
項

�

女
性
の
就
業
機
会
と
自
己
実
現
を
応
援
す
る
施
策
が�

必
要
と
考
え
る

可
能
性
が
新
た
な
発
想
で
体

現
で
き
る
地
区
に
な
れ
ば
良

い
と
思
う
。
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一 質般 問

コロナワクチン接種後の副反応調査について

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
変
異
株
で
あ

る
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
第
６
波

と
し
て
猛
威
を
振
る
っ
て
い

る
。国
内
で
も
連
日
数
万
人

が
感
染
し
、政
府
は
３
回
目

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
推
進
し

て
い
る
。日
野
町
で
も
２
月

か
ら
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。こ

の
３
回
目
は
モ
デ
ル
ナ
社
の

ワ
ク
チ
ン
が
加
わ
っ
た
が
、

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
と
モ
デ
ル
ナ

社
と
で
は
副
反
応
に
違
い
が

あ
る
と
い
う
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ

ー
ス
で
も
２
社
の
ワ
ク
チ
ン

の
副
反
応
の
状
況
の
違
い
が

報
道
さ
れ
た【
表
①
】。日
野

町
民
の
中
で
も
ワ
ク
チ
ン
で

心
身
に
副
反
応
が
出
て
、生

活
に
支
障
が
出
た
人
が
何
割

か
お
ら
れ
る
の
で
は
。

　
そ
こ
で
質
問
で
す
。町
民

の
２
社
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

希
望
者
比
率
と
接
種
後
の
結

果
比
率
は
ど
う
か
。ま
た
接

種
し
た
人
の
副
反
応
の
状
況

を
町
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

さ
ら
に
町
職
員
の
中
で
も
副

反
応
が
出
た
人
が
い
る
の
で
は
。

　
そ
れ
ゆ
え
、ワ
ク
チ
ン
接

　
平
成
13
年（
２
０

０
１
年
）か
ら
公
務

員
の
定
年
退
職
者
の「
再
任

用
制
度
」が
実
施
さ
れ
、滋
賀

県
下
で
も
県
庁
は
じ
め
各
市

町
に
お
い
て
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
る
。そ
し
て
60
歳

定
年
か
ら
65
歳
定
年
へ
と
定

年
年
齢
が
５
年
延
び
て
き
て

お
り
、こ
れ
に
従
う
民
間
企

業
や
事
業
所
、官
公
庁
等
が

年
々
増
え
て
き
て
い
る
。ま

た
、年
金
も
65
歳
か
ら
と
な

っ
て
き
て
い
る
た
め
60
歳
で

定
年
退
職
し
た
場
合
、５
年

間
の
空
白（
無
年
金
）期
間
が

生
じ
る
。し
か
し
、こ
の
５
年

間
は
体
力
的
に
も
知
力
的
に

も
元
気
な
人
は
多
く
、働
い

て
老
後
の
た
め
に
貯
蓄
し
た

い
と
考
え
る
人
が
多
い
こ
と

も
事
実
で
す
。

　
そ
こ
で
質
問
で
す
。当
町

職
員
も
定
年
退
職
者
の「
再

任
用
制
度
」の
運
用
を
さ
れ

て
い
る
の
か
ど
う
か
。

　
さ
ら
に
は
、令
和
４
年
度

か
ら
国
家
公
務
員
の「
定
年

延
長
」の
段
階
的
引
き
上
げ

が
始
ま
る
が
、日
野
町
に
お

い
て
も
今
後
職
員
の
定
年
延

長
を
行
う
予
定
が
あ
る
の
か

ど
う
か
。行
う
場
合
、新
規
採

用
者
数
や
会
計
年
度
任
用
職

員
と
の
人
数
的
な
兼
ね
合
い

が
あ
る
が
、当
局
は
ど
う
考

え
て
お
ら
れ
る
の
か
。

　

日
野
町
に
お
い
て

職
員
の「
再
任
用
制

度
」は
整
備
し
て
い
る
が
、そ

の
運
用
実
績
は
な
い
。ま
た

定
年
延
長
に
つ
い
て
は
令
和

５
年
４
月
１
日
に
本
格
施
行

さ
れ
る
地
方
公
務
員
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
い
、当
町
で
も「
定
年
延

長
制
度
」の
導
入
に
向
け
て

令
和
４
年
度
に
制
度
設
計
を

行
い
条
例
整
備
も
行
う
。

　

ま
た
、こ
の
制
度
の
導
入

に
よ
り
新
規
採
用
者
数
が
抑

制
さ
れ
、結
果
と
し
て
職
員

の
年
齢
構
成
が〝
い
び
つ
〟に

種
を
し
た
町
民
を
対
象
に
千

人
程
度
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
公
表
し
て
は
ど
う
か
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
２
社

の
接
種
希
望
比
率
は

調
査
し
て
い
な
い
。ま
た
、２

月
の
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
の

結
果
は
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
が

64
％
、武
田
／
モ
デ
ル
ナ
社

製
が
36
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

副
反
応
に
つ
い
て
は「
健

康
被
害
救
済
制
度
」を
申
請

さ
れ
た
方
が
２
名
あ
り
、内

１
名
は
認
定
さ
れ
給
付
決
定

し
た
。も
う
１
名
は「
日
野
町

予
防
接
種
健
康
被
害
調
査
委

員
会
」で
審
議
い
た
だ
い
た
。

ま
た
町
職
員
に
つ
い
て
は
発

熱
・
腕
の
痛
み
・
倦
怠
感
等
が

あ
っ
た
人
が
い
た
。ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
に
つ
い
て
は
実
施

も
公
表
も
困
難
な
状
況
。

髙橋 源三郎 議員

副反応のアンケート調査は実施が困難な状況

職
員
の
定
年
退
職
者
の
再
任
用
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
に
、
再
任
用
制
度
の
運
用
実
績
は
な
い

な
る
の
を
避
け
る
た
め
、採

用
人
数
の
平
準
化
を
図
る
と

と
も
に
、今
後
60
歳
を
迎
え

る
職
員
の
意
思
確
認
を
行
い
、

中
長
期
的
な
視
野
で
人
事
配

置
を
検
討
す
る
。

　

複
雑
・
多
様
化
す
る
行
政

需
要
に
的
確
か
つ
迅
速
に
対

応
す
る
た
め
、一
般
の
常
勤

職
員
お
よ
び
会
計
年
度
任
用

職
員
の
計
画
的
な
任
用
と
定

年
延
長
制
度
の
活
用
に
よ
り
、

役
場
全
体
の
組
織
力
の
充
実

を
図
る
こ
と
が
重
要
と
認
識

し
て
い
る
。

【表 ①】 
ワクチン接種による副反応の状況

（NHKニュースより）
メーカー 発　熱 倦怠感 頭　痛 分析数

ファイザー
社

21.4
%

69.1
%

55.0
%

2,626
人

モデルナ
社

49.2
%

78.0
%

69.6
%

437
人

モデルナ/
ファイザー

2.3
倍

1.1
倍

1.3
倍

6.0
倍

「第２の職場人生を
　　考えなくちゃ！」

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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今後は、取り上げていく必要性を感じている�

スケートボード練習場の設置の検討を

　
令
和
3
年
の
夏
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日

本
代
表
選
手
に
選
ば
れ
た
若

者
が
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
競
技

で
金
メ
ダ
ル
を
取
る
成
績
を

収
め
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
影

響
も
あ
り
、各
地
域
の
駐
車

場
や
道
路
で
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
を
す
る
子
ど
も
が
増
え
、

日
野
町
警
部
交
番
に
苦
情
の

電
話
が
あ
る
と
聞
き
ま
す
。

　
練
習
を
す
る
場
所
が
な
い

た
め
日
野
小
学
校
駐
車
場
等

で
、ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
練

習
を
す
る
子
ど
も
達
が
増
え

て
い
る
状
況
で
す
。こ
の
ま

ま
で
は
、駐
車
場
で
の
事
故

も
考
え
ら
れ
ま
す
。町
と
し

て
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
で
き

る
場
所
、ま
た
、安
心
し
て
練

習
が
で
き
る
施
設
な
ど
考
え

ら
れ
な
い
の
か
。

　

日
野
町
で
も
日
野

小
学
校
駐
車
場
等
の

空
き
地
に
お
い
て
練
習
し
て

い
る
姿
を
見
か
け
る
こ
と
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、駐

車
場
等
の
現
在
使
用
目
的
を

も
っ
て
整
備
さ
れ
て
い
る
場

所
で
は
、周
囲
へ
の
危
険
性

や
騒
音
等
の
課
題
が
大
き
く
、

専
用
的
に
練
習
で
き
る
場
所

が
見
当
た
ら
な
い
の
が
現
状

で
す
。

　

町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
考

え
方
は
第
６
次
日
野
町
総
合

計
画
で
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充

実
を
掲
げ
て
お
り
、既
存
の

ス
ポ
ー
ツ
以
外
に
つ
い
て
も

今
後
は
、取
り
上
げ
て
い
く

必
要
性
を
感
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

奥平 英雄 議員

◀�

町
道
大
窪
内
池
線
の
通
学
路
に

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
設
置
を
要
望

◀�

日
野
小
学
校
駐
車
場
は

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
禁
止
を
掲
示

◀�

日
野
小
学
校
駐
車
場

◀�

松
尾
地
先
の
通
学
路
マ
ー
ク

日
野
小
学
校
通
学
路
整
備
と
自
転
車
マ
ナ
ー
の
指
導
を

通
学
路
の
安
全
対
策
を
検
討
、
自
転
車
マ
ナ
ー
指
導
し
て
い
る
。

将
来
に
向
け
た
道
路
整
備
計
画
を
策
定
す
る
中
で
検
討
し
た
い
。

　
令
和
３
年
４
月
か

ら
12
月
ま
で
の
間
で

自
転
車
事
故
と
小
学
生
児
童

と
自
動
車
が
絡
む
事
故
が
８

件
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

町
当
局
に
通
学
路
の
安
全
対

策
を
求
め
ま
し
た
。

　
自
転
車
の
マ
ナ
ー
に
つ
い

て
は
、左
側
走
行
に
も
か
か

わ
ら
ず
右
側
を
走
行
さ
れ
る

人
が
多
い
こ
と
か
ら
、マ
ナ

ー
の
指
導
を
求
め
ま
し
た
。

①	

松
尾
地
先
の
小
学
生
と
の

自
動
車
事
故
は
、ど
の
よ

う
に
対
応
さ
れ
た
の
か
。

②	

上
野
田
地
先
の
自
転
車
事

故
は
、修
繕
さ
れ
て
い
な

い
段
差
が
要
因
で
は
な
い

の
か
。

③	
小
学
生
、中
学
生
、高
校
生

の
自
転
車
マ
ナ
ー
の
指
導

は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い

る
の
か
。

①�

事
故
の
あ
っ
た
場

所
を
通
学
し
て
い

　

�

る
児
童
に
具
体
的
な
指
導

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

保
護
者
の
方
々
の
ご
意
見

も
聴
取
し
た
。現
在
の
と

こ
ろ
は
防
犯
上
の
理
由
な

ど
に
よ
り
、通
学
路
の
変

更
は
行
っ
て
い
な
い
が
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
の
要
望
を
伺

い
、安
全
対
策
を
検
討
し

た
い
。

②�

町
道
大
窪
内
池
線
の
ひ
ば

り
野
か
ら
里
口
地
先
の
道

路
段
差
解
消
に
つ
い
て
は
、

将
来
に
向
け
た
道
路
整
備

計
画
を
策
定
す
る
中
で
対

応
を
検
討
し
た
い
。

③�

小
学
校
で
は
交
通
安
全
教

室
を
定
期
的
に
実
施
し
て

い
ま
す
。中
学
校
で
は
自

転
車
の
安
全
運
転
に
関
す

る
映
像
を
視
聴
す
る
な
ど

し
て
、交
通
マ
ナ
ー
と
安

全
運
転
に
関
す
る
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。高
校
生

に
つ
い
て
は
、高
校
関
係

者
と
の
協
議
の
機
会
に
自

転
車
通
学
マ
ナ
ー
の
指
導

を
伝
え
て
い
き
た
い
。
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一 質般 問

県や関係機関と共に議論しながら支援していきたい

これからの農業、県や町の支援策は

　
鎌
掛
地
区
で
は
農

業
の
後
継
者
問
題
な

ど
を
踏
ま
え
、農
業
組
合
長

さ
ん
ら
が
農
地
所
有
者
、耕

作
農
家
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
さ
れ
た
。ま
た
国
の
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
担
い
手
の

あ
る
べ
き
姿
や
望
ま
し
い
農

業
構
造
を
示
し
て
い
る
。県

や
町
は
地
域
農
業
へ
の
支
援

策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
伺
う
。

　

地
域
農
業
を
考
え

た
時
、直
接
的
に
支

え
る
人
材
の
不
足
は
全
国
的

に
深
刻
な
問
題
で
、儲
か
る

農
業
経
営
に
向
け
、担
い
手

の
農
地
を
集
積
・
集
約
す
る

と
共
に
、営
農
組
織
の
企
業

的
経
営
を
推
進
し
て
き
た
。

　

基
盤
と
な
る
農
地
保
全
に

は
、世
代
を
つ
な
ぐ
農
村
ま

る
ご
と
保
全
向
上
対
策
や
、

中
山
間
地
直
接
支
払
制
度
を

進
め
て
き
た
が
、そ
れ
で
も

当
町
の
よ
う
な
耕
作
不
利
地

を
多
く
抱
え
る
地
域
で
は
厳

し
い
。国
で
は
新
た
に
家
族

経
営
や
兼
業
農
家
な
ど
多
様

な
担
い
手
を
対
象
に
、農
業

の
持
続
的
な
発
展
を
推
進
す

る
と
示
さ
れ
た
。町
と
し
て

は
子
ど
も
か
ら
大
人
の
す
べ

て
の
世
代
が
農
業
に
つ
い

て
学
び
、支
え
、関
わ
り
、す

そ
野
を
広
げ
、地
域
農
業
の

維
持
に
努
め
て
い
き
た
い
。

様
々
な
農
業
ス
タ
イ
ル
が
各

地
域
で
進
め
ら
れ
る
よ
う
、

県
や
関
係
機
関
と
共
に
議
論

し
、支
援
し
て
い
く
。

西澤 正治 議員

▶
鎌
掛
の
屏
風
岩
（
2
0
1
9
年
撮
影
）

▶
倒
木
前
の
熊
野
の
ヒ
ダ
リ
マ
キ
ガ
ヤ

　
（
2
0
1
9
年
撮
影
）

中山間地が多く管理も大変な日野町の農業
継続に向け、しっかりとした支援が求められる

　
日
野
町
内
に
は
県

内
で
も
有
数
の
５
つ

の
天
然
記
念
物
が
あ
り
、中

で
も
鎌
掛
に
あ
る
石
楠
花
と

屏
風
岩
の
２
つ
の
天
然
記
念

物
は
集
落
の
誇
り
と
な
っ
て

い
る
。と
こ
ろ
が
、住
民
が
手

を
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
い

天
然
記
念
物
に
、雑
木
や
雑

草
が
繁
茂
し
て
い
る
。

　
ま
た
熊
野
の
ヒ
ダ
リ
マ
キ

ガ
ヤ
の
木
が
数
年
前
の
台
風

で
倒
木
、石
碑
が
崩
壊
し
た

ま
ま
放
置
さ
れ
て
お
り
、残

る
１
本
も
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
天
然
記
念
物
の
保
護

管
理
な
ど
、保
全
に
力
を
入

れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
内
天
然
記
念
物
の
保
全
に
力
を
そ
そ
い
で

文
化
財
保
護
法
で
現
状
変
更
は
難
し
い
が
、
今
後
研
究
し
て
い
く

　

屏
風
岩
が
雑
木
、

雑
草
、土
砂
等
で
外

観
が
見
え
辛
い
こ
と
は
承
知

し
て
い
る
が
、現
状
変
更
に

は
文
化
財
保
護
法
に
よ
る
手

続
き
が
必
要
で
、国
・
県
か
ら

は
容
易
に
手
を
加
え
な
い
よ

う
指
導
を
受
け
て
い
る
。今

後
文
化
財
の
保
護
と
共
に
観

光
振
興
に
役
立
つ
よ
う
研
究

し
て
い
く
。

次
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ー
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は
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移住支援に限らず多様なニーズへの対応を検討したい

ひとり親家庭の日野町への移住支援策を

　
近
年
、生
活
費
が

安
く
、環
境
の
良
い

地
方
の
ま
ち
で
の
子
育
て
を

望
む
ひ
と
り
親
家
庭
が
増
加

し
て
お
り
、先
進
地
で
は「
ひ

と
り
親
地
方
移
住
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
」と
い
う
広

域
連
携
組
織
に
加
盟
す
る
自

治
体
も
あ
り
ま
す
。そ
の
よ

う
な
ひ
と
り
親
家
庭
の
ニ
ー

ズ
と
、保
育
士
や
介
護
士
等

の
人
材
不
足
に
悩
む
当
町
の

課
題
解
決
を
つ
な
げ
る
移
住

支
援
政
策
を
立
案
で
き
な
い

も
の
で
し
ょ
う
か
。

（
子
ど
も
支
援
課
）

　

議
員
よ
り
事
前
に

い
た
だ
い
た
資
料
に
あ
る
よ

う
に
、保
育
園
か
ら
高
校
ま

で
の
子
育
て
環
境
や
仕
事
、

住
居
紹
介
な
ど
を
一
括
で
案

内
で
き
る
、子
育
て
相
談
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
体
制
の
構
築

等
で
、移
住
定
住
支
援
に
つ

な
げ
る
こ
と
な
ど
、参
考
に

な
る
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。ひ
と
り
親
家
庭
に
限
ら

ず
、子
育
て
世
帯
に
移
住
を

考
え
て
も
ら
え
る
様
々
な
政

策
の
実
施
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

後藤 勇樹 議員

集
落
の
枠
を
超
え
た
営
農
組
織
育
成
の
時
代
で
は

認
定
農
業
者
な
ど
集
落
を
超
え
た
営
農
活
動
も�

支
援
し
て
い
き
た
い

　
小
さ
く
て
変
形
し

た
圃
場
が
多
い
中
山

間
農
地
は
コ
ス
ト
や
労
力
が

か
か
り
収
益
性
が
低
く
、集

積
化
も
難
し
い
。加
え
て
過

疎
化
、高
齢
化
も
進
み
、そ
れ

ら
が
後
継
者
不
足
の
要
因
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。今
後
の

農
業
の
あ
り
方
を
考
え
る
と

き
、集
落
の
枠
に
と
ら
わ
れ

ず
、志
を
同
じ
く
す
る
人
や
、

同
じ
作
物
を
作
る
人
が
協
力

し
合
え
る
営
農
組
織
づ
く
り

を
行
政
、Ｊ
Ａ
な
ど
が
支
援

し
て
い
く
体
制
作
り
を
目
指

す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、見

解
を
伺
い
ま
す
。ま
た
、12
月

議
会
で
提
案
し
た
木
材
粉
砕

機
の
導
入
は
検
討
い
た
だ
い

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

（
産
業
建
設
主
監
）

　

営
農
組
織
の
メ
リ

ッ
ト
は
１
人
当
た
り
の
労
力

軽
減
や
、共
同
で
農
業
機
械

を
購
入
す
る
こ
と
で
世
帯
当

た
り
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
、

経
営
の
効
率
化
が
図
れ
る
こ

と
で
す
。ま
た
耕
作
放
棄
地

を
作
ら
な
い
、組
織
内
で
の

交
流
、文
化
継
承
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。集
落

営
農
の
取
組
み
か
ら
30
年
以

上
が
経
過
し
、後
継
者
不
足

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

営
農
組
織
は
今
後
、大
字

の
枠
を
超
え
て
協
力
し
合
う

時
代
へ
と
向
か
い
つ
つ
あ
り
、

Ｊ
Ａ
と
と
も
に
良
い
方
向
に

導
い
て
い
く
事
が
行
政
の
役

目
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。ま

た
木
材
粉
砕
機
は
、令
和
４

年
度
の
予
算
に
て
導
入
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。新年度予算で導入が検討されて

いる木材粉砕機の例

▶
中
山
間
地
の
お
米
は
美
味
し
い
が

　

�

法
面
の
草
刈
り
、獣
害
等
で
耕
作

は
大
変

住居紹介

就職あっせん

都
会
暮
ら
し
は

便
利
だ
け
ど

家
賃
や
物
価
が

高
く
て
・
・
・ 日

野
町
へ
の

移
住
支
援
！
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一 質般 問

▶�

歩
道
の
幅
が
狭
く
な
る

国
道
４
７
７
号（
松
尾
地
先
）

優先的に進めていく施策は何なのか慎重に判断

子育て支援の拡充について

　
少
子
化
が
加
速
す

る
中
で
、子
育
て
環

境
は
複
雑
化
、多
様
化
し
て

い
る
。子
育
て
へ
の
支
援
策

が
重
要
で
あ
る
。安
心
し
て

子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る

町
と
し
て
、今
後
子
育
て
支

援
の
拡
充
が
必
要
で
あ
る
。

①	

町
の
出
生
数
の
現
状
は
ど

う
か
。

②	
子
育
て
世
帯
訪
問
支
援
臨

時
特
例
事
業
へ
の
取
り
組

み
は
。

③	

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
現
状

と
支
援
体
制
は
。

④	

高
校
生
ま
で
医
療
費
助
成

を
拡
充
す
る
考
え
は
。

①�

令
和
２
年
度
は

１
４
４
名
で
、令

　

�

和
３
年
度
は
３
月
１
日
時

点
で
１
２
３
名
。

②�

訪
問
支
援
員
が
家
事
・
育

児
等
に
不
安
・
負
担
を
抱

え
る
子
育
て
世
帯
、妊
産

婦
等
が
い
る
家
庭
を
訪
問

し
、悩
み
等
を
傾
聴
す
る

と
と
も
に
、家
事
・
育
児
の

支
援
を
実
施
す
る
。当
初

予
算
に
計
上
し
事
業
実
施

を
予
定
し
て
い
る
。

③�

学
校
・
園
で
の
登
校
園
状

況
や
生
活
環
境
の
変
化
、

福
祉
機
関
や
地
域
と
の
つ

な
が
り
な
ど
実
態
把
握
し
、

内
容
に
よ
り
子
ど
も
の
学

習
支
援
や
親
の
福
祉
サ
イ

ド
へ
の
つ
な
ぎ
な
ど
に
努

め
て
い
る
。

④�

滋
賀
県
内
19
市
町
で
、通

院
医
療
費
を
高
校
生
ま
で

助
成
を
さ
れ
て
い
る
の
は

１
町
の
み
の
状
況
で
す
。

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、

育
て
ら
れ
る
町
と
し
て
い

く
た
め
に
、優
先
的
に
進

め
て
い
く
施
策
は
何
な
の

か
慎
重
に
判
断
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。

中西 佳子 議員

　
国
道
３
０
７
号
と

国
道
４
７
７
号
の
交

差
点
付
近
に
は
、病
院
や
大

型
店
舗
も
あ
り
、交
通
量
も

多
い
と
こ
ろ
で
す
。自
動
車

は
勿
論
の
こ
と
自
転
車
や
人

の
歩
行
も
多
い
場
所
で
あ
る
。

特
に
４
７
７
号
側
は
歩
道
の

幅
も
狭
く
防
護
柵
も
な
い
状

態
で
あ
る
。早
急
に
安
全
対

策
が
必
要
で
あ
る
。

①	

国
道
４
７
７
号
側
に
も
車

道
と
歩
道
の
間
の
防
護
柵

等
を
設
置
出
来
な
い
の
か
。

②	

町
は
安
全
対
策
が
出
来
て

い
る
と
お
考
え
な
の
か
。

③	

横
断
歩
道
で
は
な
く
、車

道
の
横
断
は
危
険
で
あ
る

こ
と
を
示
す
看
板
や
標
識

な
ど
は
で
き
な
い
か
。

④	
横
断
歩
道
は
歩
行
者
優
先

に
つ
い
て
、町
の
啓
発
の

状
況
は
。

①�

現
状
の
交
通
量
か

ら
判
断
す
る
と
防

　

�

護
柵
設
置
は
難
し
い
。

②�

県
の
方
に
安
全
対
策
を
要

望
す
る
上
で
、混
雑
し
て

い
る
状
況
等
の
写
真
を
撮

り
、説
明
を
し
、出
来
る
と

こ
ろ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、

北
側
歩
道
の
拡
幅
や
危
険

箇
所
に
つ
い
て
は
、防
護

柵
や
ポ
ー
ル
設
置
に
つ
い

て
相
談
し
て
い
き
た
い
。

③�

車
の
交
通
量
の
状
況
や
歩

行
者
の
横
断
防
止
の
必
要

性
、道
路
環
境
の
観
点
か

ら
国
道
４
７
７
号
に
は
、

こ
の
標
識
の
設
置
は
難
し

い
。

④�

春
と
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
の
中
で
、「
横
断
歩
道

利
用
者
フ
ァ
ー
ス
ト
運
動

の
推
進
」を
啓
発
資
料
に

よ
り
周
知
し
て
い
る
。「
広

報
ひ
の
」に
掲
載
や
交
通

安
全
運
動
の
期
間
に
は
、

新
聞
折
込
な
ど
啓
発
に
努

め
て
い
る
。

町
の
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

県
の
方
に
安
全
対
策
を
要
望
、
交
通
状
況
等
説
明
し
相
談
す
る
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県内外の事例を参考に研究を進めてまいりたい

卒業後、町内居住で返還免除型奨学金を

　
大
学
な
ど
を
卒
業

後
地
元
を
離
れ
る
若

者
や
、コ
ロ
ナ
禍
で
困
窮
す

る
学
生
が
多
く
報
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
守
山
市
で
は
大
学
な
ど
卒

業
後
に
市
内
に
居
住
す
る
こ

と
を
条
件
と
し
た
返
還
免
除

型
奨
学
金（
月
額
３
万
円
）制

度
が
こ
の
４
月
か
ら
発
足
、

県
内
で
は
米
原
市
に
次
い
で

２
例
目
で
す
。

　
以
前
、私
は
決
算
委
員
会

で
、日
野
町
の
奨
学
金
利
用

者
が
少
な
く
、当
初
予
算
に

比
べ
執
行
残
が
多
く
現
在
の

町
の
制
度（
貸
与
制
）が
他
の

団
体
な
ど
の
奨
学
金
に
比
べ

魅
力
に
欠
け
る
の
で
は
な
い

か
と
質
問
し
ま
し
た
。

　
困
窮
す
る
学
生
を
支
援
し
、

卒
業
後
地
元
へ
帰
り
地
元
で

働
く
こ
と
を
応
援
す
る
取
り

組
み
と
し
て
、返
還
免
除
型

奨
学
金
制
度
の
創
設
を
検
討

さ
れ
る
よ
う
提
案
し
ま
す
。

　

家
庭
の
経
済
状
況

に
か
か
わ
ら
ず
、す

べ
て
の
子
ど
も
が
教
育
を
受

け
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
は

重
要
で
す
。

　

奨
学
金
制
度
は
学
生
支
援

機
構
の
制
度
が
あ
り
、そ
れ

を
補
完
す
る
形
で
県
・
市
町

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

二
年
前
に
実
施
の
日
野
高

２
・
３
年
生
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
給
付
型
を
望
む
声
が
あ
り
、

ニ
ー
ズ
は
貸
与
型
か
ら
給
付

型
の
制
度
へ
移
行
し
て
い
ま

す
。

　

奨
学
金
制
度
の
拡
充
を
実

施
し
て
い
る
市
町
は
ま
だ
ま

だ
少
な
い
状
況
で
す
。

　

現
在
の
制
度
の
周
知
の
徹

底
に
努
め
つ
つ
、意
欲
と
能

力
の
あ
る
学
生
が
経
済
的
理

由
で
就
学
を
断
念
す
る
こ
と

が
な
い
よ
う
、今
後
も
県
内

外
の
事
例
を
参
考
に
研
究
を

進
め
ま
す
。

加藤 和幸 議員

　
町（
国
）の
農
業
を

取
り
巻
く
課
題
と
将

来
展
望
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
町
の
農
家
戸
数
は
８
３
３

戸
、30
年
間
で
半
数
以
下
に

な
り
ま
し
た
。

　
今
、私
の
集
落
で
は
耕
作

面
積
の
２
割
近
く
が
集
落
居

住
以
外
の
方
に
よ
っ
て
耕
作

さ
れ
て
お
り
、長
期
に
わ
た

る
米
価
の
下
落
が
離
農
の
一

因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

①	「
農
は
国
の
礎
」と
言
わ
れ

る
が
、年
々
農
業
が
衰
退

し
、農
村
の
崩
壊
が
進
ん

で
い
ま
す
。町
と
し
て
農

業
の
展
望
を
伺
い
ま
す
。

②	

米
価
下
落
に
対
す
る
町
独

自
の
支
援
策
を
問
い
ま
す
。

③	

圃
場
整
備
事
業
が
着
工
さ

れ
40
年
、畦
畔
や
用
排
水

路
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
劣
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。多
面

的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

で
は
追
い
つ
か
な
い
の
で

経
年
劣
化
対
策
を
伺
い
ま

す
。

④	

外
国
産
米（
ミ
ニ
マ
ム
ア

ク
セ
ス
米
）の
輸
入
を
中

止
・
抑
制
す
べ
き
と
考
え

ま
す
が
、見
解
を
伺
い
ま

す
。

①�

地
域
の
つ
な
が
り

や
食
糧
、環
境
等

　

�

多
様
な
観
点
か
ら
持
続
的

な
発
展
が
大
切
と
考
え
て

い
ま
す
。

②�

収
入
保
険
新
規
加
入
者
へ

の
助
成
、飼
料
米
転
換
に

対
す
る
独
自
支
援
な
ど
で

対
応
し
ま
す
。

③�

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

（
ま
る
ご
と
）事
業
に
52
団

体
が
取
り
組
み
、１
件
当

た
り
２
０
０
万
円
未
満
の

劣
化
の
進
行
し
て
い
る
用

水
路
の
更
新
等
が
可
能
で

す
。２
０
０
万
円
超
は
国

の
農
業
水
路
等
長
寿
命
化

事
業
で
対
応
し
ま
す
。

④�

Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
に
よ
り
年
間

77
万
玄
米
ｔ
の
枠
内
で
輸

入
し
て
お
り
、市
場
へ
の

米
価
下
落
対
策
と
日
野
町
農
業
の
将
来
展
望

地
域
の
つ
な
が
り
や
食
糧
、環
境
等
持
続
的
な
発
展
が
大
切

影
響
は
小
さ
い
と
理
解
し

て
い
ま
す
。

▶
重
機
も
含
め
、
村
施
工
で
対
応

▶�

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事

業
に
よ
る
排
水
路
の
補
修
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一 質般 問

　
必
佐
小
学
校
前
道

路
は
国
か
ら
の
補
助

金
を
受
け
て
整
備
が
進
ん
で

お
り
、大
変
あ
り
が
た
い
。し

か
し
同
小
学
校
校
舎
は
耐
用

年
数
も
迫
っ
て
お
り
、耐
震

性
が
確
保
さ
れ
た
改
修
や
施

設
整
備
が
必
要
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
必
佐
幼
稚
園
も
同
様

で
あ
る
。ま
た
学
童
保
育
所

の
定
員
問
題
、以
前
よ
り
放

置
さ
れ
て
い
る
学
校
駐
車
場

の
整
備
、植
栽
や
遊
具
の
整

備
等
の
課
題
に
も
対
策
が
望

ま
れ
て
い
る
。他
方
、防
災
の

観
点
か
ら
、避
難
所
指
定
さ

れ
て
い
る
小
学
校
の
す
ぐ
そ

ば
を
流
れ
る
出
雲
川
の
越
水

対
策
を
含
め
、周
辺
一
帯
に

長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た
総

合
的
な
環
境
整
備
を
行
う
必

要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。そ

こ
で
次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①	

必
佐
小
学
校
前
通
学
路
や

教
育
施
設
の
早
期
整
備
を

望
む
声
が
多
い
が
町
の
姿

勢
は
ど
う
か
。

②	

周
辺
道
路
、校
舎
改
修
、幼

稚
園
、学
童
保
育
所
、学
校

駐
車
場
等
を
一
体
と
捉
え

た
総
合
環
境
整
備
を
行
う

必
要
性
を
感
じ
る
が
、い

か
が
か
。

③	

小
学
校
の
植
栽
や
遊
具
等

の
再
整
備
も
必
要
で
は
な

い
か
。

④	

避
難
所
指
定
さ
れ
て
い
る

必
佐
小
学
校
に
隣
接
す
る

出
雲
川
の
越
水
対
策
計
画

は
あ
る
の
か
。

⑤	

同
小
学
校
を
含
め
た
町
内

公
共
建
築
物
の
耐
震
性
能

数
値
を
公
表
し
て
欲
し
い
。

⑥	

町
関
連
施
設
や
イ
ン
フ
ラ

等
に
対
し
、今
後
の
財
政

状
況
を
見
越
し
た
整
理
・

統
合
な
ど
は
考
え
て
い
る

か
。

①�

国
の
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
を

　

�

活
用
し
、全
線
完
了
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

②�

校
舎
の
長
寿
命
化
計
画
を

踏
ま
え
た
大
規
模
改
修

を
は
じ
め
、周
辺
一
体
整

備
の
必
要
性
を
感
じ
る
。

③�

植
栽
の
剪
定
等
、景
観
保

全
は
用
務
員
の
協
働
作
業

で
実
施
し
て
い
る
が
、今

後
現
場
と
協
議
し
て
い
く
。

④�

管
理
者
で
あ
る
滋
賀
県

に
て
都
度
要
望
を
し
、

必
要
に
応
じ
改
修
や

浚
渫
に
努
め
て
い
る
。

⑤�

必
佐
小
学
校
の
耐
震
指

数
I
S
値
は
０
・
７
８
〜

１
・
８
７
で
あ
り
、
耐
震

性
能
を
満
た
し
て
い
る
。

⑥�

長
期
的
に
見
た
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
持
続
可
能
な
財
源

運
営
と
規
律
堅
持
は
不

可
欠
と
考
え
て
い
る
。

必佐小学校の通学安全、防災、周辺整備は？
交付金などを活用しながら周辺施設等も含め整備していく

谷 成隆 議員

道幅が狭く危険な必佐小学校前を通学する児童（町道小御門十禅師線）

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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ムダのないお金の使い方を望む
わたむき自動車プロジェクト、実証実験結果は？
湖南サンライズの児童による通学バス実証実験は概ね良好
協力企業の通勤バス実証実験は利用量低調につき見直しを進める

　
公
共
交
通
の
活
性

化
事
業
と
し
て「
わ

た
む
き
自
動
車
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」推
進
協
議
会
が
設
立
さ

れ
、２
月
１
日
か
ら
路
線
バ

ス
の
実
証
実
験
が
始
め
ら
れ

ま
し
た
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、今
の
公
共
交
通
の
あ

り
方
を
見
直
し
、誰
も
が
利

用
し
や
す
い
公
共
交
通
を
、

み
ん
な
が
利
用
し
て
い
る
町

「
日
野
町
」を
目
指
し
、持
続

可
能
な
公
共
交
通
体
系
を
構

築
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　

令
和
３
年
度
に
は
、５
，

１
０
０
万
円
の
多
額
の
経
費

を
つ
ぎ
込
ん
だ
事
業
と
な
り

ま
し
た
。果
た
し
て
、こ
れ
だ

け
の
経
費
を
要
し
て
、ど
れ

だ
け
の
成
果
が
得
ら
れ
た
で

し
ょ
う
か
。公
共
交
通
を
再

編
で
き
る
デ
ー
タ
が
つ
か
め

て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、日
野
町
の
地
方
創
生

に
ど
う
位
置
付
け
で
き
て
い

く
の
で
し
ょ
う
か
。

　
期
待
が
大
き
い
も
の
の
、

財
政
問
題
を
抜
き
に
し
て
は

語
れ
な
い
政
策
で
も
あ
り
、

今
年
度
の
進
捗
と
財
政
負
担

に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

　

湖
南
サ
ン
ラ
イ
ズ

か
ら
の
通
学
バ
ス
実

証
実
験
は
、多
く
の
方
の
ご

協
力
を
得
て
無
事
実
施
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。結
果

は
概
ね
前
向
き
な
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

協
力
企
業
に
は
、健
康
ア

プ
リ
の
導
入
を
し
て
通
勤
バ

ス
の
実
証
実
験
を
実
施
し
ま

し
た
が
、結
果
は
想
定
利
用

者
数
の
５
分
１
の
利
用
で
低

調
と
な
り
、見
直
し
を
進
め

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

再
編
後
の
財
政
負
担
に
つ

い
て
は
、現
在
、滋
賀
県
と
市

町
に
お
い
て
、国
庫
補
助
金

の
積
極
的
な
活
用
を
議
論
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

公
共
交
通
再
編
後
の
ス
タ

ー
ト
は
、３
年
後
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

山本 秀喜 議員

　
令
和
４
年
度
西
大

路
幼
稚
園
の
入
園
予

定
者
数
が
最
終
２
名
で
あ
る

こ
と
を
聞
か
さ
れ
、園
児
総

数
は
13
名
、日
野
町
全
体
で

は
定
員
５
４
０
名
に
対
し

１
９
７
名
と
な
り
ま
し
た
。

か
た
や
、日
野
町
全
体
の
保

育
所
へ
の
申
込
者
数
は
大
幅

に
上
回
り
、ア
ン
バ
ラ
ン
ス

な
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
や
保
護
者
に
と
っ

て
、こ
う
し
た
環
境
は
子
育

て
し
や
す
い
町
と
言
え
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
こ
と
は
、働
き
な
が

ら
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
ほ
し
い
と
す

る
、子
育
て
と
就
労
の
ニ
ー

ズ
が
高
く
な
っ
て
き
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

　
私
は
こ
の
問
題
を
解
決
す

る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、幼
稚
園

と
保
育
所
の
制
度
を
統
一
す

る「
幼
保
一
元
化
教
育
・
保

育
」と
考
え
て
お
り
、も
っ
と

早
く
か
ら
こ
の
問
題
に
着
手

し
て
い
く
必
要
が
あ
っ
た
こ

と
、本
気
度
の
足
り
な
さ
を

悔
や
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
回
、入
所
状
況
、保
育
所

の
待
機
児
童
は
で
る
の
か
、

幼
稚
園
で
一
部
、一
時
預
か

り
保
育
を
導
入
し
て
い
っ
た

理
由
、保
育
士
の
不
足
等
、課

題
解
決
に
向
け
て
伺
い
ま
し

た
。

　

保
育
所
の
入
所
に

つ
い
て
、不
承
諾
を

通
知
し
た
児
童
数
は
77
名
、

待
機
児
童
数
は
３
名
を
超
え

ま
す
。ま
た
、い
わ
ゆ
る
隠
れ

待
機
児
童
数
は
40
名
程
度
に

な
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
は

長
時
間
保
育
の
希
望
者
が
増

加
し
た
こ
と
か
ら
取
り
組
み

を
始
め
た
経
緯
が
あ
り
、幼

児
教
育
と
家
庭
教
育
の
均
衡

を
図
り
な
が
ら
検
討
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

保
育
士
不
足
は
深
刻
な
課

題
で
あ
り
、採
用
試
験
を
早

め
る
対
応
を
進
め
て
い
ま
す
。

乗車が少なかった通勤バス実証実験（桜川駅前）

幼
稚
園
は
定
員
未
達
、保
育
所
は
定
員
オ
ー
バ
ー
？

幼
児
教
育・保
育
の
あ
り
方
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、本
気
で
考
え
る
と
き

保
育
所
の
入
所
で
不
承
諾
通
知
を
出
し
た
児
童
数
は
77
名

早
い
段
階
で
幼
児
教
育
保
育
の
あ
り
方
懇
話
会
を
設
置
し
て
い
く

幼稚園・保育所の入所状況（4/1現在）運営区分 定員 予定者数 降園時間
日野幼稚園 公立 180名 96名 14:00（一時預かり 16時30分）
必佐幼稚園 公立 180名 66名 14:00（一時預かり 18時00分）

南比都佐幼稚園 公立 90名 20名 14:00
西大路幼稚園 公立 90名 13名 14:00
あおぞら園 公立 75名 84名 18:30

あおぞら園鎌掛分園 公立 30名 20名 18:00
こばと園 公立 90名 94名 19:00

わらべ保育園 私立 90名 87名 19:00
第二わらべ保育園 私立 80名 81名 19:00

桜谷こども園（短時部） 公立 30名 15名 14:00
桜谷こども園（長時部） 公立 90名 64名 18:30

現
状
調
査
か
ら
長
時
間
の
保
育
園

に
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と
が
分
か
る

幼
稚
園
の一
時
預
か
り
の
定
員
は
30
名
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一 質般 問

自然を活かしながら保存していく
　　　　　　　という考え方は非常に大事だ

「自然の恵み」を地域資源にできないか？

　
「
自
然
の
恵
み
」と

は
豊
か
で
多
様
な
生

態
系
か
ら
生
み
出
さ
れ
続
け

る
恩
恵
の
こ
と
で
あ
る
。景

観
美
化
で
自
然
を
守
る
こ
と

も
大
事
だ
が
、「
自
然
の
恵

み
」を
地
域
資
源
と
し
て
活

用・拡
大
さ
せ
て
い
く
、長
所

を
活
か
す
方
針
で
考
え
て
は

ど
う
か
。

　
自
然
体
験
が
乏
し
い
世
代

が
増
え
て
い
る
。昔
懐
か
し

い
暮
ら
し
と
い
う
も
の
で
は

な
く
、ま
っ
た
く
新
し
い
価

値
と
し
て「
自
然
の
恵
み
」を

得
る
体
験
が
豊
か
さ
の
創
出

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

（
総
務
政
策
主
監
）

　
「
自
然
の
恵
み
」へ

の
感
謝
は
暮
ら
し
の
基
本
で

あ
る
と
思
う
が
、今
は
暮
ら

し
と
自
然
が
分
断
さ
れ
て
い

る
。自
然
と
の
関
係
を
あ
ら

た
め
て
意
識
す
る
こ
と
で
、

幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
に
な
る

の
で
は
。

（
町
長
）

　

自
然
環
境
が
あ
る
か
ら
、

先
人
の
歴
史
文
化
が
あ
り
、

現
代
の
社
会
生
活
が
あ
る
。

文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画

や
環
境
基
本
計
画
策
定
の
際

な
ど
に
、新
し
い
考
え
方
を

踏
ま
え
、愛
さ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
し
た
い
。

野矢 貴之 議員

　
近
年
、河
川
や
山

林
は
暮
ら
し
と
身
近

で
な
く
な
っ
て
い
る
。河
川

は
、溢
れ
な
い
よ
う
に
下
流

に
流
す
水
路
扱
い
だ
。し
か

し
、親
水
公
園
と
し
て
整
備

し
て
あ
る
と
こ
ろ
な
ど
は
、

住
民
に
利
活
用
し
て
楽
し
ん

で
も
ら
う
方
が
良
い
し
、管

理
す
る
側
も
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
保
て
る
の
で
は
な
い
か
。

　
山
林
は
、ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
が
魅
力
的
に
な
っ
て
い
な

い
た
め
、所
有
す
る
こ
と
を

負
担・負
債
と
感
じ
、相
続
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
手
放
し
た
い

人
が
増
え
そ
う
だ
。愛
す
る

町
の
山
を
守
る
た
め
に
、も

っ
と
多
く
の
人
に
関
心
を
も

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、行
政

と
地
元
商
工
業
者
が
連
携
し

地
元
材
を
循
環
で
き
る
よ
う

な
事
業
を
展
開
し
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
の
か
。

（
建
設
計
画
課
）

　

河
川
に
親
し
み
豊

か
に
し
て
い
く
事
業
は
あ
ま

り
で
き
て
い
な
い
。き
っ
か

け
を
つ
く
ら
な
い
と
、昔
の

よ
う
に
川
遊
び
や
探
検
を
す

る
よ
う
に
は
な
ら
な
い
の
か

も
し
れ
な
い
。親
水
公
園
は
、

原
・
川
原
・
中
之
郷
に
あ
る
。

町
の
人
に
慣
れ
親
し
ん
で
も

ら
え
る
と
、管
理
し
や
す
い

と
思
う
。

（
産
業
建
設
主
監
）

　

山
主
さ
ん
の
ビ
ジ
ネ
ス
と

い
う
よ
り
関
心
の
な
い
人
が

多
く
、補
助
金
が
出
る
か
ら

山
を
守
り
ま
せ
ん
か
と
い
う

お
願
い
を
し
て
い
る
よ
う
な

状
況
で
あ
る
。公
共
施
設
か

ら
地
元
材
を
使
用
す
る
よ
う

に
し
、幅
広
い
施
策
も
必
要

だ
と
感
じ
て
い
る
。自
伐
型

林
業
の
可
能
性
も
研
究
し
て

い
き
た
い
。

河
川
や
森
林
を
資
源
と
し
た
季
節
の
自
然
遊
び
を

＜自然の恵み＝生態系サービス＞
日野町の暮らしは豊かな自然の恩恵や

影響を受けて成り立っている

①供給サービス
穀物、野菜、果実、山菜、肉、魚、木材、繊維、
季節の風物詩など

②調整サービス
気候緩和、水質浄化、保水機能、土壌流出防止
など

③文化サービス
文化、芸術、自然観察、食文化（湖魚、日野菜漬け、
ジビエ）、工芸など

遊
び
活
用
し
て
も
ら
う
方
が
環
境
管
理
も
し
や
す
い季節の自然遊びって素敵やん

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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行
政
執
行
は
、常

に
公
平
公
正
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。12
月
定

例
会
で
取
り
上
げ
た
内
池
の

住
宅
開
発
事
業
は
、「
町
長
が
、

便
宜
供
与
し
た
の
で
は
な
い

か
」と
い
う
問
題
が
あ
り
ま

す
。

　
町
長
の
提
案
に
対
し
て
、

議
会
が
何
ら
チ
ェ
ッ
ク
し
な

い
こ
と
は
、議
会
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
は

言
え
ま
せ
ん
。し
っ
か
り
と

解
明
す
べ
き
で
あ
り
、質
問

し
ま
し
た
。

①	

公
平
公
正
な
行
政
執
行
は

ど
う
あ
る
べ
き
だ
と
考
え

て
い
る
の
で
す
か
。	

②	

相
手
と
の
や
り
と
り
や
交

渉
に
よ
っ
て
許
認
可
の
審

査
の
基
準
や
判
断
が
変
わ

っ
て
は
、行
政
執
行
の
公

平
公
正
は
成
り
立
ち
ま
せ

ん
。町
長
の
認
識
、答
弁
は

撤
回
す
べ
き
で
は
な
い
で

す
か
。	

③	「
事
業
者
の
努
力
」と
い
う

事
項
は
、審
査
に
あ
た
り
、

根
拠
は
、ど
こ
に
ど
の
よ

う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
の

で
す
か
。

①�

町
民
の
皆
様
の
ご

意
見
等
を
真
摯
に

　

�

受
け
止
め
る
と
と
も
に
、

法
令
遵
守
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、住
民
の
皆
様
と
の

信
頼
関
係
に
基
づ
き
、行

政
執
行
に
努
め
て
い
く
べ

き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

②�
内
容
が
変
更
さ
れ
る
事
例

は
あ
り
う
る
と
の
認
識
に

変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、変
更
す
る
た
め
に

審
査
の
基
準
や
要
件
が
都

度
変
わ
る
こ
と
は
な
い
と

認
識
し
て
お
り
、答
弁
を

撤
回
す
る
必
要
は
な
い
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

③�

町
道
小
御
門
十
禅
師
線
の

整
備
を
決
定
し
た
こ
と
で

立
地
基
準
を
満
た
し
計
画

決
定
を
し
ま
し
た
。提
案

者
の
努
力
は
、一
つ
の
要

素
で
は
あ
り
ま
す
。

齋藤 光弘 議員

　
令
和
４
年
度
よ
り

小
学
校
高
学
年
か
ら

の
教
科
担
任
制
導
入
の
指
針

が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。教

科
担
任
制
に
よ
っ
て
教
員
の

専
門
性
、指
導
力
を
高
め
、子

ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
、学

校
教
育
活
動
の
充
実
や
教
員

の
負
担
軽
減
を
目
指
す
な
ど

４
つ
の
狙
い
が
あ
り
ま
す
。

日
野
町
は
ど
の
よ
う
に
な
る

の
か
、学
校
教
育
力
の
向
上

を
願
い
質
問
し
ま
し
た
。

①	

日
野
町
の
教
科
担
任
制
導

入
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の

で
す
か
。

②	

教
科
担
任
制
の
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
、課
題
は
ど

う
な
る
の
で
す
か
。

③	
保
護
者
、児
童
に
教
科
担

任
制
に
な
る
こ
と
を
周
知

さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。

①�

令
和
４
年
度
か
ら

実
践
展
開
が
で
き

　

�

る
よ
う
県
教
職
員
課
に
加

配
の
配
置
を
お
願
い
し
て

お
り
、今
ま
さ
に
年
度
末

人
事
異
動
の
内
示
を
待
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。ど

の
よ
う
に
導
入
さ
れ
る
の

か
分
か
り
づ
ら
い
で
す
。

②�

学
習
内
容
へ
の
理
解
や
定

着
が
確
か
に
な
り
自
信
に

つ
な
が
る
、複
数
の
先
生

に
関
わ
る
こ
と
で
学
習
へ

の
意
欲
や
関
心
が
高
ま
る
。

中
学
校
へ
の
不
安
の
軽
減

に
つ
な
が
る
な
ど
の
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

�

行
事
等
に
よ
る
時
間
割
調

整
が
複
雑
に
な
る
こ
と
、

児
童
一
人
の
学
力
や
学
習

の
状
況
を
総
合
的
に
把
握

す
る
こ
と
が
難
し
く
な
る

の
で
は
な
い
か
、小
学
校

の
学
級
担
任
な
ら
で
は
の

良
さ
が
損
な
わ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
、学
習
ル

ー
ル
や
授
業
ス
タ
イ
ル
の

違
い
に
戸
惑
わ
な
い
よ
う

に
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

な
ど
で
す
。こ
れ
ら
の
心

配
が
デ
メ
リ
ッ
ト
と
な
ら

な
い
よ
う
な
仕
組
み
の
構

築
が
必
要
で
す
。

③�

教
職
員
の
人
事
配
置
が
明

ら
か
に
な
っ
た
時
点
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
適
し

た
運
用
の
仕
方
を
考
え
、

保
護
者
の
み
な
さ
ん
や
子

ど
も
達
に
少
し
ず
つ
説
明

を
し
て
い
き
た
い
。

住民の皆様との信頼関係に基づき、行政執行に努めていく

公平公正な行政執行を

小
学
校
の
教
科
担
任
制
導
入
は

町が道路整備を決定したことで
住宅開発の地区計画を決定

教科担任制の目的

県
教
職
員
課
に
加
配
の
配
置
を
お
願
い
し
て
お
り
、

年
度
末
人
事
異
動
の
内
示
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
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一 質般 問

安定ヨウ素剤は役場庁舎内に保管備蓄する

放射能汚染から住民を守れる町へ

　
今
議
会
、新
年
度

予
算
に
原
子
力
災
害

に
備
え
た
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の

購
入
を
計
上
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
し
か
し
、万
が
一
事
故
が

起
こ
れ
ば
、備
蓄
し
て
あ
る

だ
け
で
は「
宝
の
持
ち
腐
れ
」

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
甲
状
腺
が
ん
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
の
は
、事
故
後
放

射
線
が
飛
ん
で
く
る
ま
で
の

２
時
間
以
内
に
服
用
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。基
本
、屋
内

避
難
と
す
る
と
、住
民
に
事

前
配
布
が
必
要
で
す
。

　
幼
い
子
ど
も
ほ
ど
放
射
能

の
影
響
を
受
け
や
す
い
た
め
、

そ
の
子
ど
も
を
守
る
た
め
に

例
え
ば
、生
後
４
ヵ
月
検
診

時
に
、医
師
か
ら
の
説
明
や

問
診
を
受
け
て
事
前
配
布
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

　
県
内
他
市
町
で
は
幼
小
中

高
な
ど
教
育
施
設
に
配
備
の

と
こ
ろ
も
あ
り
、日
野
町
で

は
他
に
保
育
所
・
高
齢
者
施

設
、ブ
ル
ー
メ
の
丘
、各
公
民

館
な
ど
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
当
局
の
お
考
え
は
。

　

日
野
町
は
、原
子

力
規
制
委
員
会
の

「
配
布
及
び
服
用
の
必
要
性

判
断
の
原
発
30
㎞
圏
」か
ら

さ
ら
に
距
離
が
あ
り
、そ
の

判
断
に
準
じ
て
配
布
に
な
る

と
考
え
る
。

　

総
合
的
に
判
断
し
、平
時

は
役
場
庁
舎
に
お
い
て
一
定

の
温
度
で
保
管
し
、配
布
が

必
要
と
な
っ
た
場
合
は
、住

民
の
方
な
ど
に
周
知
を
行
い
、

医
師
の
関
与
の
も
と
で
配
布

す
る
。

　

ま
ず
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
で
周
知
し
、配
布
に
つ

い
て
は
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を

作
成
し
、事
故
後
に
職
員
に

よ
る
配
布
を
考
え
て
い
る
。

　
町
道
小
御
門
十
禅

師
線
道
路
改
良
･
歩

道
設
置
事
業
に
関
わ
る
内
池

地
区
住
宅
開
発
に
係
る
町
の

対
応
･
姿
勢
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
私
は
通
学
路
の
交
通
安
全

対
策
の
必
要
性
を
十
分
認
識

し
、ま
た
住
宅
開
発
事
業
に

つ
い
て
も
町
の
発
展
に
有
効

で
あ
り
、決
し
て
反
対
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ

の
二
つ
の
事
業
は
、通
常
の

ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
実
施
で

き
る
は
ず
で
す
。

①	

素
案
は
ほ
ぼ
運
用
基
準
に

沿
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

一
年
後
の
原
案
は
、開
発

区
域
が
不
自
然
に
町
道
沿

い
を
除
外
、道
路
幅
員
は

６
ｍ
確
保
せ
ず
、調
整
池

も
設
置
し
な
い
、町
の
運

用
基
準
を
満
た
さ
な
い
計

画
と
後
退
す
る
も
の
で
し

た
。様
変
わ
り
し
た
の
は

な
ぜ
で
す
か
。

②	

開
発
業
者
の
計
画
は
運
用

基
準
を
満
た
し
て
い
な
い

と
認
識
し
た
上
で
、地
区

計
画
と
し
て
認
め
る
た
め

道
路
改
良
計
画
を
作
る
と

町
長
が
判
断
し
た
と
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。本
来
、開

発
業
者
が
実
施
す
べ
き
道

路
整
備
を
町
が
肩
代
わ
り

す
る
の
で
す
か
。ま
た
、県

の
開
発
許
可「
検
査
済
証
」

が
出
さ
れ
れ
ば
完
了
だ
が
、

町
の
基
準
の
調
整
池
や
道

路
拡
幅
を
開
発
業
者
が
実

施
す
る
保
証
は
。

①�

地
域
の
諸
事
情
に

よ
り
変
更
さ
れ
た

　

�

も
の
。変
更
が
計
画
の
後

退
で
あ
る
と
の
認
識
は
な

い
。

②�

交
通
状
況
、安
全
対
策
の

要
望
と
、整
備
に
よ
り
町

が
必
要
と
判
断
す
る
地
区

計
画
の
立
地
基
準
を
満
た

す
こ
と
か
ら
町
が
整
備
す

る
こ
と
を
決
定
。道
路
整

備
が
開
発
業
者
の
必
要
要

件
で
あ
れ
ば
業
者
が
す
べ

き
も
の
と
考
え
ま
す
が
、

町
と
し
て
対
応
す
べ
き
も

の
と
判
断
し
、業
者
か
ら

確
約
書
を
得
て
い
ま
す
。

池元 法子 議員

町
と
し
て
対
応
す
べ
き
も
の
と
判
断
し
た

内
池
地
区
住
宅
開
発
は
モ
デ
ル
に
な
る
地
区
計
画
に

◀
必
佐
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
付
近

　

事
故
後
の
配
布
に
、
ど
れ
だ

け
の
職
員
や
時
間
が
必
要
か
検

証
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

　本来の議会の役割は、行政施策
が公平公正に行われているかど
うかをチェックすることも必要

次
ペ
ー
ジ
は
▼

提
出
さ
れ
た
議
案
と
結
果
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意見書決議の内容は、日野町ホームページ（議会）をご覧いただくか議会事務局までお問合せ下さい。

議 員 提 出 議 案 結　果 野
矢
山
本
髙
橋
加後
藤
奥
平
山
田谷中

西
齋
藤
西
澤
池
元

＊
杉
浦

決 　 議 　（ １ 件 ）
ロシア連邦によるウクライナ侵攻に抗議する緊急決議
▽提出者：後藤勇樹議員� 23ページに掲載 決　議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

請 願 の 審 査 　（ １ 件 ）
名神名阪連絡道路建設についての請願書
▽請願団体：日野第二工業団地企業協議会　
会長　大橋　一徳氏
▽紹介議員：後藤勇樹議員、髙橋源三郎議員

採　択 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ／

意見 書 の 決 議 　（ １ 件 ）
名神名阪連絡道路の建設促進を求める意見書
▽提出者：後藤勇樹議員
▽賛成者：谷成隆議員

決　議 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ／

町 長 提 出 議 案 結　果 野
矢
山
本
髙
橋
加後
藤
奥
平
山
田谷中

西
齋
藤
西
澤
池
元

＊
杉
浦

町道の 路 線 の 変 更 （ １ 議 案 ）
町道の路線の変更
町道北脇杣線道路改良工事の完了に伴い、当該路線の終点
を変更　

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

補正予算（６ 議 案 ）　 　 関 連 記 事 ２ ぺ ー ジ
令和３年度一般会計（第10号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

国民健康保険特別会計（第３号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

農業集落排水事業特別会計（第１号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

介護保険特別会計（第３号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

後期高齢者医療特別会計（第１号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

令和４年度一般会計（第１号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

令和４年度当初予算 （ ９ 議 案 ）　 　 関 連 記 事 ２ 〜 ３ ぺ ー ジ
一般会計予算 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ／

国民健康保険特別会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

簡易水道特別会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

農業集落排水事業特別会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

介護保険特別会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

後期高齢者医療特別会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

西山財産区会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

水道事業会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

下水道事業会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／
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提 出 さ れ た 議 案 と 結 果

＊
議
長
は
議
事
進
行
を
行
う
た
め
賛
否
表
明
は
し
ま
せ
ん
。
賛
否
同
数
の
み
「
議
長
採
決
」
と
し
て
表
明
し
ま
す
。

〇賛成　×反対

第１回臨時会（２月２日開催）
町 長 提 出 議 案 結　果 野

矢
山
本
髙
橋
加後
藤
奥
平
山
田谷中

西
齋
藤
西
澤
池
元

＊
杉
浦

　条例の制定 ・ 一 部 改 正 　（ １ 議 案 ）
日野町行政手続における特定の個人を識別するための番号
の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用および特定
個人情報の提供に関する条例（一部改正）
公的給付の支給に関する事務における個人番号の利用およ
び特定個人情報の提供について定めるための条例改正

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

補正 予 算 　（ １ 議 案 ）

一般会計（第９号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

第２回定例会（３月１日～28日）
町 長 提 出 議 案 結　果 野

矢
山
本
髙
橋
加後
藤
奥
平
山
田谷中

西
齋
藤
西
澤
池
元

＊
杉
浦

人　 事 （ ５ 議 案 ）
日野町情報公開・個人情報保護審査会委員(委嘱）
伊藤慧氏（大津市・再任）、石塚武志氏(京都市・再任）、
本多滝夫氏（大津市・再任）、井上順子氏（原・再任）、�
瀧井恭子氏（大窪・再任）

原案同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

条例の制定 ・ 一 部 改 正 　（ ７ 議 案 ）
日野町情報システム整備基金条例（制定）
情報システムの安定的な運用を図るための基金を新設する
条例制定

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町子育て未来基金条例（制定）
子育て支援にかかる施設の計画的な整備および子どもを安
心して育てることができる施策の充実を図るための基金を
新設する条例制定

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町地区計画の区域内における建築物の制限に関す
る条例（制定）
市街化調整区域の地区計画の区域のうち地区整備計画が定
められている区域における築物に関する制限を定める条例
制定

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町職員の育児休業等に関する条例（一部改正）
日野町職員の妊娠、出産、育児等と仕事の両立支援を図る
ための条例改正

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する
条例（一部改正）
消防団員の処遇改善等を図るための条例改正

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町消防団員等公務災害補償条例（一部改正）
年金制度の機能強化のための国民年金法等の一部を改正す
る法律の制定公布に伴う条例改正

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町会計年度任用職員の給与および費用弁償に関す
る条例（一部改正） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

次
ペ
ー
ジ
は
▼

小
学
６
年
生
が
描
く
ま
ち
の
未
来
／
議
長
コ
ラ
ム
／
編
集
後
記
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　桜谷小学校では、「こんな日野町になった
ら」と題して体育館での発表となりました。
　会場を生かして、模造紙に手書きの資料を
出す班、プロジェクター利用の班など工夫の
跡が見られました。
　テーマや手法も画一的でなく、環境問題、
人権、SDGsなど多岐にわたりました。中学
生にアンケートを取ったり、オリジナルのロ
ゴマークをつくったり、さらにはゴミ拾いの
参加者には商品券を交換するなど、身近ですぐにでも実現可能なアイデアもあって、小学生ののび
のびとした発想に大人も学ぶところの多いものでした。
　なお、このプレゼンは学習を引き継ぐという意味で、５年生もリハーサル発表を見学しました。

　西大路小６年生は、「将来のふるさと」と題して議場での発表となりました。
　テーマは、人口減少や空き家問題、少子高齢化、
観光、交通の便など、今まさに大人が町の課題で
あると感じていることに着目してくれました。
　観光面では「言語のバリアフリー化を進めパン
フレットや看板の表示を多言語にする」や、空き
家対策では「空き家をデイサービスセンターに作
り替え、その作業自体をDIYイベントにする」と
いった、まちづくりアイデアが提案されました。
　また、この企画は保護者の方も傍聴席で見学い
ただくという、議場に足を運んでいただく貴重な
機会にしてくださいました。

「こんな日野町になったら」桜谷小６年生

「将来のふるさと」西大路小６年生

（２月１日　桜谷小体育館）

 （３月７日　日野町役場議場）

　日野町内の小学６年生が国語の授業で「町の幸福論―コミュニティデザインを考える」を学び、
学校ごとに成果発表がおこなわれました。（南比都佐小、日野小は前号で掲載）
　理想の将来像を設定して現在の課題を明確にし、参考事例から導き出された解決策のプレゼンテ
ーションには、内容・プロセス共にとても感心させられました。

「日野のまちづくり」を
小学６年生がプレゼンテーション

小学６年生が描くまちの未来小学６年生が描くまちの未来
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３
月
定
例
議
会
で
は
町
道
小
御
門
十
禅
師
線
の
歩
道

整
備
事
業
に
つ
い
て
、12
月
定
例
議
会
で
設
計
費
予
算

1
0
0
0
万
円
に
反
対
さ
れ
た
議
員
が
今
回
の
追
加
補
正

予
算
6
0
0
万
円
に
賛
成
さ
れ
大
き
な
進
展
が
あ
り
ま
し
た
。

　
小
学
校
周
辺
の
歩
道
整
備
に
つ
い
て
は
国
の
定
め
た
基

準
が
用
い
ら
れ
、危
険
の
度
合
い
、通
学
の
児
童
数
や
交
通

量
、P
T
A
の
要
望
、用
地
確
保
が
容
易
な
ど
を
も
と
に
決

定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。当
該
道
路
は
基
準
に

照
ら
し
合
わ
せ
る
と
一
日
も
早
い
安
全
対
策
を
講
じ
る
必

要
性
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、前
町
政
時
代
に
は
道
路
幅
員
と
通
学

時
に
は
交
通
混
雑
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
家
が
建
て
込
ん

で
い
る
箇
所
や
橋
梁
や
踏
切
な
ど
の
状
況
か
ら
道
路
拡
幅

は
難
し
い
と
の
考
え
方
を
示
し
て
お
り
、地
元
負
担
金
も

10
%
必
要
と
な
る
な
ど
政
策
の
実
現
に
困
難
が
つ
き
ま
と

い
ま
し
た
。今
回
は
現
町
政
の
努
力
に
よ
り
児
童
の
安
全

を
最
優
先
に
議
論
を
進
め
、社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

95
%
の
採
択
が
認
め
ら
れ
た
た
め
以
前
よ
り
も
負
担
を
軽

減
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。虚
偽
報
告
や
政
策

に
つ
い
て
誤
解
を
さ
れ
て
い
た
議
員
も
子
ど
も
た
ち
の
安

全
第
一
に
理
解
を
示
さ
れ
、住
民
の
難
題
解
決
に
向
け
て

一
歩
前
進
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

住
民
の
要
望
実
現
は
議
員
全
員
の
願
い
で
あ
り
、こ
れ

か
ら
も
議
員
一
丸
と
な
っ
て
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

編
集
後
記

　
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
が
始
ま

り
世
界
情
勢
の
不
安
が
付
き
ま
と
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
も
完
全
と
は
い
か
ず
懸
念

が
つ
づ
く
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ら

の
影
響
が
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
波
及
す
る
こ
と

が
予
見
さ
れ
ま
す
。

　
課
題
や
不
安
の
声
を
行
政
に
伝
え
、
解
決

に
向
け
活
動
す
る
こ
と
も
二
元
代
表
の
議
会

の
役
割
で
す
。
ど
の
議
員
を
問
わ
ず
、
い
つ

で
も
ご
相
談
と
お
声
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
か
の
地
に
於
い
て
の
戦
火
も
心
が
痛
み
ま

す
。
争
い
の
収
束
と
犠
牲
が
少
な
く
な
る
事

を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

（
谷　
成
隆
）

議 長

コ ラ ム

議
長 

杉
浦 

和
人

難
し
い
課
題
の

解
決
へ
一
歩
一
歩

議会 
広報常任委員会
委員長　　髙橋源三郎
副委員長　山本　秀喜
委員　　　野矢　貴之
委員　　　加 　和幸
委員　　　後藤　勇樹
委員　　　谷　　成隆
委員　　　齋藤　光弘

元
日
野
町
議
会
議
長

　

奥
村　

嘉
三　

様

　
　
　
　

令
和
４
年
３
月
３
日
ご
逝
去

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

６
月
定
例
会（
本
会
議
）の
お
知
ら
せ【
予
定
】

６
月
２
日（
開
会・提
案
説
明
） ・14
日（
質
疑
）　　
・15
日（
一
般
質
問
）

　
　
16
日（
一
般
質
問
）  

・27
日（
採
決·

閉
会
）

ロシア連邦によるウクライナ侵攻に抗議する緊急決議
　

ロ
シ
ア
連
邦
は
、去
る
令
和
４
年
２
月
24
日
に
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
軍
事
力
に
よ
る
侵
略
行
為
を
開
始
し
、一
般
市

民
を
含
め
多
数
の
死
傷
者
が
出
て
い
る
。

　

武
力
に
よ
る
ロ
シ
ア
連
邦
の
攻
撃
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

重
大
な
主
権
侵
害
で
あ
り
、国
際
社
会
ひ
い
て
は
我
が
国

の
平
和
と
秩
序
、安
全
を
脅
か
し
、か
つ
明
ら
か
に
国
連
憲

章
に
違
反
す
る
行
為
で
あ
り
、断
じ
て
容
認
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

　

ま
た
、ロ
シ
ア
連
邦
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、今
回
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
際
し
、戦
略
核
兵
器
の
使
用
を
ち
ら
つ

か
せ
る
こ
と
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
み
な
ら
ず
、世
界
の
自
由
・

民
主
主
義
陣
営
を
も
威
嚇
し
て
い
る
が
、こ
の
よ
う
な
行

為
は
、か
つ
て
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
の
フ
ル

シ
チ
ョ
フ
第
１
書
記
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
使
に「
西
側

は
我
々
の
核
ミ
サ
イ
ル
が
欧
州
全
体
を
破
壊
で
き
る
こ
と

を
忘
れ
て
い
る
よ
う
だ
」と
語
っ
た
姿
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。

プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
、昭
和
59
年
に

「
非
核
日
野
町
宣
言
」を
行
い
、ま
た
昨
年
の
3
月
定
例
会

に
て「「
核
兵
器
禁
止
条
約
」へ
の
署
名
・
批
准
を
求
め
る
意

見
書
決
議
」を
採
択
し
た
我
が
日
野
町
議
会
と
し
て
は
、到

底
許
し
が
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、日
野
町
議
会
は
、ロ
シ
ア
連
邦
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
攻
撃
や
主
権
侵
害
に
対
し
厳
重
に
抗
議
の
意
を

表
す
る
と
と
も
に
、ロ
シ
ア
連
邦
軍
を
完
全
か
つ
無
条
件

で
即
時
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
撤
退
さ
せ
る
よ
う
、国
際
法

に
基
づ
く
誠
意
を
持
っ
た
対
応
を
強
く
求
め
る
。ま
た
、政

府
に
お
か
れ
て
は
、関
係
各
国
及
び
国
際
社
会
と
の
緊
密

な
連
携
の
も
と
厳
格
か
つ
適
切
な
対
応
を
講
じ
ら
れ
る
よ

う
、強
く
求
め
る
。

　

以
上
、決
議
す
る
。

訃　報

次
ペ
ー
ジ
は
▼

行
事
・
催
し
物
紹
介
シ
リ
ー
ズ
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豪華に飾られた３基の神輿と十数基の曳山が、
祭囃子に合わせて繰り出し馬見岡綿向神社へ
と向かいます。湖東地方を代表する春祭りで
800年以上の伝統があり、県の無形民俗文化
財に指定されています。

大窪清雲町にある日枝神社で行われる春祭り
は、桜の花に勝るとも劣らぬ「ほいのぼり」
と呼ばれる日野特有の〝のぼり〟が境内いっぱ
いに立てられ、華やかに彩る様子は春のムード
いっぱいの祭りです。

毎年成人の日、大字熊野にある熊野神社で
「お祈り」（弓取り神事）が行われています。
境内の鳥居の向こうにある〝おろち塚〟の的に
向かって36本の矢が射られる。日野の民俗学
上重要な祭りの１つと言われています。

日野に伝わる
地域の祭りや
催しを紹介

日野に伝わる
地域の祭りや
催しを紹介

日野祭日野祭日野祭日野祭 南山王祭南山王祭南山王祭南山王祭

弓取り
 神事
弓取り
 神事
弓取り
 神事
弓取り
 神事

令和４年は２月６日から３月６日まで開催さ
れ、町内外からもたくさんの観光客が訪れ、
江戸時代から現代に至るお雛さまに彩られた
日野の街角を、多くの方が満喫されました。

日野
ひなまつり
紀行

日野
ひなまつり
紀行

日野
ひなまつり
紀行

日野
ひなまつり
紀行

２月上旬～
３月上旬

成人の日

安部居・鳥居平・奥之池・佐久良の４地域で、
安全と繁栄を願って行われる祭りです。渡御
は賀川神社から立居神社まで行列がなされ、
昔はその道中にある佐久良川をどうしても渡
らねばなりませんでした。

賀川神社の
  お渡り
賀川神社の
  お渡り
賀川神社の
  お渡り
賀川神社の
  お渡り
４月の
第２土曜日

その年の豊作を祈願して行われる蓮花寺・
白髭神社の春祭りです。氏子が一堂に会し
「どんじょ汁」と「五菜汁」をいただいた後
「高砂」の謡が披露され、「こども相撲」の奉納
が行われる珍しい祭りです。

どんじょ
　祭り
どんじょ
　祭り
どんじょ
　祭り
どんじょ
　祭り
４月の
第３日曜日

5月３日 4月4日

日野の町を写真で紹介するコーナーとして、
第18号では「春祭り」に焦点を当て紹介します。
（掲載している写真はコロナ禍前の写真であり、コロナ禍
 では縮小されている祭りもあります。）


